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近
く
な
っ
た
ベ
ト
ナ
ム

直
行
便
が
東
京
、
大
阪
、
加
え
て

福
岡
か
ら
も
あ
り
、
週
四
〇
便
以
上

も
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
、
五
〜
六
時
間

で
行
け
る
近
い
国
に
な
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
も
そ
の
後
の
七

〇
年
代
も
一
〜
二
カ
国
経
由
で
行
く

「
遠
い
国
」
だ
っ
た
。
急
ぐ
が
ゆ
え

に
一
番
遠
回
り
し
て
モ
ス
ク
ワ
経
由

で
と
い
う
人
も
い
た
。

日
本
か
ら
の
最
初
の
直
行
便
は
一

九
七
七
年
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協

会
の
訪
問
団
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
。
ア

メ
リ
カ
と
の
戦
争
に
勝
ち
、
南
北
統

一
し
、
燃
え
立
つ
息
吹
の
あ
る
時
代

に
、
熱
い
思
い
を
も
っ
て
訪
ね
る
人

も
多
か
っ
た
。
し
か
し
観
光
客
が
こ

ん
な
に
増
え
、
日
本
か
ら
年
間
二
八

万
人
（
二
〇
〇
二
年
）
も
行
く
こ
と

を
誰
が
予
想
し
た
だ
ろ
う
か
。

日
越
国
交
三
〇
周
年
を
迎
え
た
今

年
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
よ
り
一
時
的
停
滞

は
あ
っ
て
も
、
着
実
に
日
越
の
交
流

は
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
確
か
だ
。

活
気
あ
ふ
れ
る
経
済
と
人
々

ド
イ
モ
イ
政
策
以
後
、
民
営
化
や

外
資
導
入
も
好
結
果
を
う
み
、
経
済

は
急
成
長
中
。
国
民
生
活
は
向
上
し
、

収
入
格
差
は
広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
底
辺
の
底
上
げ
も
進
ん
で
い
る

の
で
、
町
は
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
る
。

都
会
は
五
〇
㏄
バ
イ

ク
の
洪
水
で
、
急
増
を

抑
え
る
の
に
当
局
は
苦

心
し
て
い
る
。

レ
ジ
ャ
ー
も
国
民
生

活
に
根
を
お
ろ
し
夏
の

ハ
ロ
ン
の
海
辺
は
ベ
ト

ナ
ム
人
専
用
の
舞
台
。

海
岸
の
四
つ
星
ホ
テ
ル

も
外
人
客
の
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
な
の
で
大
割
引
、

週
末
は
ベ
ト
ナ
ム
人
家

族
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

外
人
観
光
客
が
減
っ

た
六
月
も
、
二
二
〇
ド
ル
で
五
日
間

の
タ
イ
へ
の
海
外
旅
行
が
大
人
気
の

よ
う
だ
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
最
初
に
制
圧

バ
イ
ク
の
女
性
た
ち
は
カ
ラ
フ
ル

な
三
角
マ
ス
ク
を
し
て
疾
走
す
る
。

「
ず
い
ぶ
ん
と
徹
底
し
た
予
防
策
」

と
思
っ
た
ら
、
日
焼
け
と
ホ
コ
リ
対

策
の
日
常
の
姿
だ
っ
た
。

新
型
肺
炎
の
死
者
が
で
た
国
で
、

最
初
に
制
圧
し
た
の
が
ベ
ト
ナ
ム
。

発
端
は
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
中
国
人

が
香
港
で
感
染
し
、
ベ
ト
ナ
ム
到
着

後
に
発
病
し
た
た
め
だ
っ
た
。
多
く

の
医
療
関
係
者
が
犠
牲
と
な
っ
た

が
、
諸
外
国
の
専
門
家
の
協
力
も
得

て
、
制
圧
に
成
功
し
た
。

国
内
外
に
向
か
い
、
情
報
が
公
開

さ
れ
て
い
た
の
が
早
期
克
服
の
要
因

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

時
に
活
用
さ
れ
た
、
全
土
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
拡
声
器
放
送
網
が
力
を
発

揮
し
、
全
国
民
へ
対
応
策
を
徹
底
し

た
よ
う
だ
。

感
染
者
を
収
容
し
た
ハ
ノ
イ
の
病

院
の
一
つ
は
「
エ
ア
コ
ン
を
止
め
、

窓
を
開
け
新
鮮
な
空
気
を
入
れ
て
、

日
光
で
病
室
内
を
殺
菌
し
た
」
と
ベ

ト
ナ
ム
方
式
を
語
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
や
西
洋
医
学
の
権
威
者
は
疑
問
視

し
て
い
る
よ
う
だ
が
…
…
。

何
で
も
あ
り
、
隠
さ
ず
公
表

社
会
主
義
国
だ
か
ら
犯
罪
が
な
い

と
は
思
わ
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪

に
加
え
、
子
ど
も
の
物
乞
い
、
ス
ト

ラ
イ
キ
、
麻
薬
な
ど
、
何
で
も
あ
る
。

「
あ
る
」
こ
と
以
上
に
、
新
聞
紙
上

に
報
道
さ
れ
、
英
字
新
聞
や
各
紙
の

日
本
語
訳
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
公
開
」
さ
れ
て
い
る
の
が
驚
き
だ
。

国
家
的
（
？
）
な
「
恥
」
を
隠
し

た
り
、
発
表
を
止
め
た
り
し
な
い
、

自
由
と
お
お
ら
か
さ
が
あ
る
。

半
年
間
の
新

聞
の
社
会
面
に

登
場
し
た
の
は
、

麻
薬
中
毒
の
泥

棒
、
麻
薬
密
売
、

に
せ
札
、
密
輸
、

マ
フ
ィ
ア
、
贋

造
骨
董
品
、
ス

チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

に
よ
る
大
量
の

携
帯
電
話
密
輸
、
税
関
へ
の
賄
賂
、

サ
ッ
カ
ー
賭
博
、
高
級
コ
ー
ル
ガ
ー

ル
と
そ
の
ピ
ン
は
ね
、
中
国
へ
の
人

身
売
買
…
…
。

中
部
の
世
界
文
化
遺
産

古
都
フ
エ
の
中
世
の
建
築
群
、
フ

エ
の
一
四
〇
㎞
南
の
ホ
イ
ア
ン
の

町
、
そ
の
南
の
遺
跡
ミ
ソ
ン
。
ベ
ト

ナ
ム
中
部
の
こ
れ
ら
三
つ
の
世
界
遺

産
と
町
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

中
部
は
の
ん
び
り
と
旅
を
楽
し
め

る
小
さ
な
町
と
静
か
な
海
岸
が
魅

力
。
ホ
イ
ア
ン
は
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
町
、
朱
印
船
交
易
の
時
代
に
日

本
人
町
も
あ
っ
た
。
最
近
五
つ
星
の

リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
も
で
き
た
。

ミ
ソ
ン
に
は

ア
ン
コ
ー
ル
ワ

ッ
ト
と
同
系
統

の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
寺
院
群
の
遺

跡
が
残
さ
れ
て

い
る
。

ハ
ロ
ン
湾
を

見
て
死
ね

松
島
や
宮
島
、

桂
林
や
ナ
ポ
リ

と
比
べ
て
も
負

け
な
い
ハ
ロ
ン

湾
。
陸
か
ら
の

朝
夕
の
海
と

島
々
の
表
情
を

見
れ
ば
、
心
が

高
鳴
る
。
そ
れ
は
ア
ル
プ
ス
の
町
か

ら
の
連
山
の
パ
ノ
ラ
マ
に
似
て
い

る
。波

の
な
い
内
海
で
の
ク
ル
ー
ズ
は

楽
し
い
。
一
泊
二
日
の
船
旅
は
洋
上

か
ら
の
朝
日
、
夕
日
は
超
魅
力
的
。

湾
内
は
小
さ
な
貸
切
船
で
も
安
心

で
、
シ
ャ
ワ
ー
も
あ
り
快
適
。
洋
上

の
漁
船
や
島
か
ら
仕
入
れ
る
新
鮮
な

魚
介
類
が
何
よ
り
の
楽
し
み
。

人
気
上
昇
中
、
北
部
の
サ
パ

山
間
の
少
数
民
族
の
村
、
棚
田
や

三
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
眺
め
な
ど
で
人

気
上
昇
中
な
の
が
サ
パ
。
豪
華
寝
台

列
車
で
の
旅
も
楽
し
め
る
。

ハノイの少女ハノイ旧市街

Vietnam

いい
まま
ベベベベ
トトトト
ナナナナ
ムムムム
はは
元元
気気

新新
鮮鮮
でで
おお
もも
しし
ろろ
いい

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
よ
り
観
光
分
野
で
五
億
ド
ル
以
上
の
損
失
を
こ
う
む
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
を
励
ま
そ
う
、

六
月
に
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。
人
々
も
町
も
活
気
に
あ
ふ
れ
、
再
び
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
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変
化
に
富
ん
だ
南
国
の
自
然

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
南
東
五
〇
㎞
の
カ

ン
ザ
ー
で
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林
を

船
で
巡
る
エ
コ
ツ
ア
ー
も
で
き
る
。

全
国
に
一
〇
の
国
立
公
園
が
あ
り
、

他
に
二
七
の
自
然
保
存
区
が
あ
る
。

そ
の
一
つ
フ
ォ
ン
ニ
ャ
の
鍾
乳
洞
は

今
年
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
。
世

界
一
の
長
さ
で
約
八
㎞
。
地
底
に
湖

と
川
も
あ
る
。

デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー

来
年
は
抗
仏
戦
争
勝
利
五
〇
周

年
。
デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
フ
ー
に
は
戦

跡
も
残
り
、
再
び
注
目
さ
れ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
博
物
館

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
世
代
に
と
っ
て
、

ベ
ト
ナ
ム
は
青
春
時
代
の
「
心
の
ふ

る
さ
と
」。
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
戦
争
証

跡
博
物
館
、
革
命
博
物
館
、
ハ
ノ
イ

の
革
命
博
物
館
な
ど
は
現
代
史
を
た

ど
る
博
物
館
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝

え
、
今
な
お
犠
牲
者
を
生
み
続
け
る

枯
葉
剤
な
ど
の
戦
争
犯
罪
を
告
発
し

て
い
る
。

新
聞
や
雑
誌
で
見
た
こ
と
の
あ
る

写
真
、
イ
ン
ド
シ
ナ
各
地
で
行
方
不

明
あ
る
い
は
犠
牲
と
な
っ
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
関
す
る
の
展
示
、
ベ
ト

ナ
ム
人
民
支
援
の
ポ
ス
タ
ー
や
旗
な

ど
日
本
と
の
関
わ
る
展
示
は
、
胸
に

迫
る
も
の
が
あ
る
。

（
臨
時
ベ
ト
ナ
ム
特
派
員
市
原
芳
夫
）

ベ ト ナ ム ・ カ ン ボ ジ ア の 旅

が
ん
ば
れ
ベ
ト
ナ
ム

国
交
樹
立
三
〇
周
年
の
ベ
ト
ナ
ム
に
訪
問
し
て

工
藤
　
勝
雄

工
藤
千
鶴
子

ハノイ・一柱寺にて（中央が工藤千鶴子さん）

◆50周年記念行事は現時点では未定です。上記日程は予定
となります。そのため出発日や期間は後日発表となります。
◆ディエンビエンフーの周辺は山岳民族が数多く暮らす地方
ですので、市場や民家訪問、棚田見学なども組み入れたい
と考えています。

＜予定行程＞ハノイ①→ディエンビエンフー②→ハノイ①

★1953年、徐々に劣勢になり始めたフランスは、戦
局を挽回するためにハノイの西北約500kmにある
小さな村ディエンビエンフーに空挺部隊を投下しま
した。それから約2ヶ月にも及ぶ包囲戦の末、ベト
ナム軍はフランス軍に勝利をしました。ボー・グェ
ン・ザップ将軍率いるベトナム軍が一斉に攻撃に出
た1954年5月7日をディエンビエンフーの戦勝記
念日にさだめました。

★2004年5月7日は戦勝記念日50周年の節目の年に
あたります。ベトナム側も記念式典などを予定して
いるようです。

水
上
人
形
劇

Vietnam

解放戦争の心の支えとなった歴史的勝利地へ 

好評に続き

新企画

ディエンビエンフー戦勝50周年記念に 
ベトナムへ 

新企
画

新企
画

新企
画 中部の世界遺産を巡る旅

古都フエと海のシルクロードホイアン 8日間

2003年11月 7日（金）発・12月12日（金）発　215,000円
2004年 2月 6日 （金）発・ 3月26日（金）発 228,000円

ホーチミン市②→フエ②→ホイアン②→
ホーチミン市→機中①

★日本ともなじみの深い街ホイアンをシクロ（自転車の前に
座席を付けた人力車）でのんびりと巡ります。リゾートホ
テルでゆったりと過ごす2日間が他の旅行ではない魅力。
★最後の伝統王朝が花開いた都フエは、2都市ともに街自体が
世界遺産。雅なベトナム文化に触れます。
★ベトナム戦争の状況を告発する戦争証跡博物館を訪れます。

自然が織りなす美しさを持つハロン湾と首都ハノイ

平和村訪問とハロン湾クルーズ 6日間

2003年10月30日（木）～11月 4日（火） 198,000円
2003年11月11日（火）発・12月 9日（火）発 196,000円
2004年 2月10日（火）発・ 3月25日（木）発 208,000円

ハノイ③→ハロン湾①→ハノイ→機中①
★世界遺産「ハロン湾」の神秘的な風景とホーチミン市の美
しい町並みや活気。首都ハノイの縁が多く落ち着いた雰囲
気などベトナムのさまざまな姿を満喫できるコースです。
★ハノイでは、枯葉剤の影響で障害を持った子どもたちが治
療、リハビリを行っている「ハノイ平和村」を訪問して医
師のお話しなどを聞く予定です。
★ベトナム伝統芸能の水上人形劇観賞も楽しみの一つです。

少数民族の村に宿泊

少数民族の暮らしにふれる 8日間

2003年11月 6日（木）発・12月11日（木）発　198,000円
2004年 2月 5日 （木）発・ 3月25日（木）発 225,000円

ハノイ②→マイチャウ①→ハノイ①→フエ②→
ホーチミン市→機中①

★少数民族「ターイ族」が暮らす村を訪問します。田園風景
がとても美しく彼らの住む高床式の家々はゆったりとした
自然の流れを感じさせてくれます。
★マイチャウの保育園を訪れて授業風景や子どもたちとのふ
れあいも予定しています。
★古都フエでは歴史の重みを感じる阮王宮や郊外に点在する
各皇帝の廟を見学して悠久の歴史を感じることができます。

寝台列車で行く高原都市

山岳民族の村サパとハノイ 6日間

2003年11月11日（火）発・12月 9日（火）発 194,000円
2004年 2月10日（火）発・ 3月25日（木）発 205,000円

ハノイ①→車中①→サパ②→ハノイ→機中①
★ハノイから北西へ約250ｋｍ、標高1600ｍに位置する高
原都市サパ。ハノイから寝台列車で約10時間。
★サパは高地に位置するためベトナムの避暑地として有名で
す。美しい山々に囲まれた田園風景とサパからもっとも近
いカカット村へのハイキング（約3時間）をしてサパの大自
然と少数民族の生活にふれてみてはいかがですか。

1泊2日ハロン湾の船旅

世界遺産ハロン湾とハノイの休日 6日間

2003年10月30日（木）～11月 4日（火） 185,000円
2003年11月11日（火）発・12月 9日（火）発 183,000円
2004年 2月10日（火）発・ 3月25日（木）発 225,000円

ハノイ②→船中①→ハノイ①→機中①
★世界遺産のハロン湾で1泊2日のクルーズ。夕方にはハロン
湾の夕陽と船上でのディナー、翌朝には日の出が見られハ
ロン湾の自然の素晴らしさを感動できます。
★ハロン湾の天候や霧の出具合などに左右されないため1日目
と2日目の両方にハロン湾クルーズができる日程です。
★船内は食堂・トイレ・シャワーが完備。寝室もプライベー
トが守られている貸切船です。
★中国から伝わった版画がベトナム風に変化した「ドンホー
の版画村」も訪問。素朴な味わいを出しています。

ベトナムと世界遺産のアンコール遺跡をゆったり見学 7日間
（ハノイ・シェムリアプ＜アンコール遺跡＞・ホーチミン市）

2003年11月20日（木）発・12月 9日（火）発 218,000円
2004年 2月10日（火）発・ 3月25日（木）発 230,000円

ハノイ②→シェムレアプ③→ホーチミン市→機中①
★ベトナム航空の新路線ハノイ－シェムリアプ便を利用。
★世界屈指の文化遺産、アンコール遺跡。「シェムリアプ」に
3連泊して遺跡の魅力をじっくりと見学します。

青
春
の
ベ
ト
ナ
ム

ベ
ト
ナ
ム
が
、
か
つ
て
フ
ラ
ン

ス
の
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
し

ら
な
か
っ
た
が
、
ト
ン
キ
ン
湾
事

件
（
一
九
六
四
年
）
が
ア
メ
リ
カ

の
で
っ
ち
あ
げ
で
あ
り
、
正
義
は

北
ベ
ト
ナ
ム
側
に
あ
る
と
信
じ
、

あ
の
時
一
日
分
の
賃
金
を
カ
ン
パ

し
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
四
十
年
近
く
に
な
り

ま
す
が
、
本
を
読
ん
だ
り
、
写
真

を
観
た
り
し
ま
し
た
が
、
い
つ
か

チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
是
非
現
地

へ
行
っ
て
困
難
の
中
で
い
か
に
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
を
闘
っ
た
か
を
少
し

で
も
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。気

温
差
二
〇
度
の
世
界

今
回
、
新
聞
紙
上
で
ベ
ト
ナ
ム

旅
行
計
画
を
知
り
、
な
ん
と
か
都

合
を
つ
け
て
七
月
一
日
出
発
の
コ

ー
ス
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

長
年
の
夢
が
か
な
え
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
の
時
期
、
日
本
一
気
温
の
低

い
北
海
道
釧
路
か
ら
の
参
加
は
し

ん
ど
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
毎

日
「
ア
チ
チ
、
ア
チ
チ
」
の
連
続

で
し
た
が
、
見
る
も
の
や
聞
く
も

の
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
添
乗

員
さ
ん
も
大
変
良
く
し
て
い
た
だ

き
大
変
に
満
足
し
た
旅
行
で
し
た
。

懐
か
し
い
ベ
ト
ナ
ム
の
風
景

車
窓
か
ら
見
る
ベ
ト
ナ
ム
の
生

活
、
市
場
や
問
屋
街
の
様
子
を
見

る
と
日
本
の
私
た
ち
の
子
ど
も
の

頃
を
思
い
出
す
光
景
が
い
く
つ
も

目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
を
負
か
し
た
ベ
ト
ナ
ム

人
民
の
力
で
近
い
将
来
必
ず
人
間

性
豊
か
な
生
活
環
境
を
作
り
上
げ

る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
つ
つ
ベ
ト
ナ

ム
を
後
に
し
ま
し
た
。

同
行
し
た
人
た
ち
は
今
回
始
め

て
会
っ
た
人
と
は
思
え
な
い
程
、

気
心
が
合
い
、
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
何
処
か

で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

行　程
行　程行　程

行　程 行　程

行　程

◎全ツアー添乗員同行。最少催行10名様
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◆
マ
レ
ー
シ
ア
で
人
気
の
高
い
地
域

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
　

石
田：

東
マ
レ
ー
シ
ア
の
コ
タ
キ

ナ
バ
ル
や
ク
チ
ン
な
ど
が
エ
コ
・
ツ

ア
ー
リ
ズ
ム
で
は
一
番
人
気
の
高
い

地
域
で
す
。

◆
マ
レ
ー
シ
ア
の
エ
コ
･
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
は
？

石
田：

専
門
的
な
知
識
が
あ
る
方

ば
か
り
で
は
な
く
、
大
自
然
の
中
で

ゆ
っ
た
り
し
て
い
た
だ
い
て
、
自
然

や
動
物
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
事
が
重

要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
自
然

の
中
に
い
る
だ
け
で
、
自
然
の
重
要

性
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
気
持
ち
が

生
ま
れ
て
く
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆
マ
レ
ー
シ
ア
の
世
界
遺
産
は
何
ヶ

所
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

石
田：

二
ヶ
所
で
す
。
キ
ナ
バ
ル

山
と
ム
ル
国
立
公
園
で
す
。
キ
ナ
バ

ル
山
は
東
南
ア
ジ
ア
で
一
番
高
い
山

で
す
。
も
う
一
つ
は
最
後
の
秘
境
と

い
わ
れ
る
標
高
二
三
七
七
ｍ
の
グ
ヌ

ン
・
ム
ル
国
立
公
園
で
す
。
ど
ち
ら

も
東
マ
レ
ー
シ
ア
・
ボ
ル
ネ
オ
島
に

あ
り
ま
す
。

◆
熱
帯
雨
林
を
歩
い
て
見
学
す
る
場

合
は
、
事
前
に
植
物
な
ど
の
名
前
を

勉
強
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

石
田：

そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
立
公
園
や
熱
帯
雨
林
を
歩
く
場
合

は
、
必
ず
専
門
の
ガ
イ
ド
が
同
行
し

な
け
れ
ば
入
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

熱
帯
雨
林
も
た
だ
歩
く
だ
け
で
は
た

だ
の
木
々
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
ガ
イ
ド
か
ら
木
の
成
り
立
ち
や

特
性
な
ど
も
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ

ま
す
。
面
白
い
木
が
あ
っ
て
ス
コ
ー

ル
が
降
る
と
、
蟻
が
木
の
空
洞
に
逃

げ
込
む
事
が
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
木
を
振
る
と
鈴
の
よ
う
な

音
が
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自
然
の

驚
き
な
ど
も
専
門
ガ
イ
ド
な
ら
で
は

の
説
明
で
す
。

◆
世
界
的
に
み
て
も
大
自
然
が
多
い

国
の
一
つ
で
す
ね
。

石
田：

自
然
の
中
で
何
日
も
の
ん

び
り
と
過
ご
し
て
、
都
会
で
の
ス
ト

レ
ス
を
解
消
す
る
日
本
人
も
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
中
で
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を
と

っ
た
り
、
何
も
し
な
い
で
同
じ
宿
泊

先
で
何
日
も
過
ご
さ
れ
る
方
も
い
ま

す
。

◆
熱
帯
雨
林
と
聞
い
て
暑
い
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
し
ま
す
が
、
暑
さ
は
厳
し

い
で
す
か
？

石
田：

熱
帯
の
国
で
す
か
ら
年
間

を
通
し
て
日
本
の
夏
の
気
候
で
す

が
、
熱
帯
雨
林
は
数
多
く
の
木
々
で

覆
わ
れ
、
直
射
日
光
が
直
接
あ
た
ら

な
い
の
で
炎
天
下

を
歩
く
イ
メ
ー
ジ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

場
所
に
よ
っ
て
は

洞
窟
な
ど
も
あ
り
、

自
然
の
ク
ー
ラ
ー

で
ホ
ッ
ト
す
る
事

も
で
き
ま
す
。

◆
熱
帯
雨
林
森
林
研

究
所
と
は
？

石
田：

ク
ア
ラ
ル

ン
・
プ
ー
ル
市
内

か
ら
一
番
近
く
、

太
古
の
森
を
再
現

し
た
場
所
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に

「
熱
帯
雨
林
研
究

所
」
が
あ
り
、
鳥

と
同
じ
視
点
で
観
察
で
き
る
キ
ャ
ノ

ピ
ー
・
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
も
体
験
で
き

ま
す
。
ま
た
、
研
究
所
職
員
か
ら
も

熱
帯
雨
林
の
成
り
立
ち
や
植
物
の
説

明
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
く
お
話
し

を
聞
く
事
が
で
き
ま
す
。

◆
マ
レ
ー
シ
ア
は
自
然
が
多
い
の
で

奥
地
ま
で
行
か
な
く
て
も
大
自
然
に

ふ
れ
る
事
は
可
能
な
ん
で
す
ね
。

ホ
タ
ル
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
有
名

で
す
ね
…
…
。

石
田：

は
い
。
ク
ア
ラ
ル
ン
・
プ

ー
ル
か
ら
約
一
時
間
三
〇
分
の
ク
ア

ラ
・
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
の
川
に
数
多
く

の
ホ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
「
源
氏
ホ
タ
ル
」
ほ
ど
大
き
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
数
に
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
の
木
々
に
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
を
小
船
に
の
っ
て
ゆ
っ
く
り
静

か
に
三
〇
〜
四
〇
分
見
学
し
ま
す
。

◆
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
の
よ
う
な

輝
き
と
聞
き
ま
す
が
？

石
田：

そ
う
で
す
ね
。
前
に
日
本

か
ら
来
た
方
で
昼
間
訪
れ
た
ら
「
電

線
が
あ
る
の
で
は
」
と
冗
談
を
い
わ

れ
た
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
光
景
で

す
。
見
学
を
し
て
い
る
と
回
り
に
ホ

タ
ル
が
舞
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
も
体

験
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
日
本

の
ホ
タ
ル
の
よ
う
に
点
滅
は
あ
ま
り

な
く
、ポ
ワ
ッ
と
し
た
明
か
り
で
す
。

◆
ホ
タ
ル
を
見
学
す
る
季
節
は
い
つ

頃
が
最
適
な
の
で
し
ょ
う
か
？

石
田：

一
年
中
観
察
で
き
ま
す
が
、

ス
コ
ー
ル
が
激
し
い
場
合
は
見
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
マ
レ
ー
シ
ア
料
理
は
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
で
す
ね
。

石
田：

他
民
族
国
家
の
マ
レ
ー
シ

ア
は
食
事
も
マ
レ
ー
、
中
国
、
イ
ン

ド
を
は
じ
め
と
す
る
多
種
多
様
な
料

理
が
楽
し
め
ま
す
。
マ
レ
ー
シ
ア
料

理
と
中
国
料
理
を
融
合
さ
せ
た
「
ニ

ョ
ニ
ャ
料
理
」
は
マ
ラ
ッ
カ
で
有
名

で
す
。
ま
た
、
屋
台
も
数
多
く
あ
り
、

日
本
で
は
見
た
こ
と
が
な
い
食
材
が

あ
っ
て
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
め

ま
す
。

ぜ
ひ
、
自
然
豊
か
で
他
民
族
・

多
文
化
・
多
彩
な
魅
力
の
あ
る
マ
レ

ー
シ
ア
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア ジ ア 　 平 和 ・ 歴 史 ・ 自 然

マレーシア

政
府
観
光
局
こ
ん
に
ち
は

今
回
は
、
熱
帯
雨
林
に
お
お
わ
れ
た
他
民

族
、
多
文
化
が
共
存
す
る
国
。
手
つ
か
ず

の
大
自
然
の
保
護
や
エ
コ
･
ツ
ア
ー
に
力

を
い
れ
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局

を
訪
問
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
旅
行

の
楽
し
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局

メ
デ
ィ
ア
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
　
石
田
鬼
美
香

大
自
然
の
中
の
キ
ャ
ノ
ピ
ー
・
ウ
ォ
ー
ク
（
イ
メ
ー
ジ
）

町
中
の
屋
台
（
カ
ル
メ
焼
き
屋
さ
ん
）

新企
画戦争と平和・真実は何か　1937南京を検証

中国平和の旅 ８日間

2003年11月19日（水）発
2003年12月17日（水）発 175,000円　
2004年 2月18日（水）発　
2004年 3月24日（水）～ 3月31日（水）180,000円

上海②→紹興①→上海①→南京②→上海①
★南京大虐殺祈念館見学はもちろん、証言者のお話も伺い、
★本軍の蛮行を自分の目･耳で、確かめます。紹興へ足をのば
し、秋謹の旧居や記念碑を訪れます。断崖絶壁の奇景や紹
興酒工場見学＆試飲も楽しみです。
★魅力の上海に滞在して、世界に誇る上海博物館や湖南園の
粋、豫園をじっくり見学。上海雑技も楽しみです。

春節（旧暦のお正月）を北京郊外の村で過ごす

春節お祝いと短期間ホームスティ ６日間

2004年
1月20日（火）～ 1月25日（日） 128,000円

北京①→韓村河①→北京②
★北京郊外の村「韓村河」に宿泊して農家の方々と爆竹
や花火、餃子つくりなどをして春節をお祝いします。
★旧正月ならではの王府井界隈の縁日も楽しみの一つです。
★日中戦争勃発の地、盧溝橋で抗日紀念館を見学して侵略の
歴史についても考えます。
★故宮博物院や万里の長城、頤和園など北京市内の見学も充
実しています。

独立運動史と柳寛順の故郷へ

韓国　歴史と平和の旅 ５日間

2003年11月11日（火）～11月15日（土）148,000円
2003年12月 9日（火）～12月13日（土）148,000円
2004年 3月23日（火）～ 3月27日（土）155,000円

利川②→ソウル②
★80年代の教科書問題を機に開館した独立記念館や安重根義
士博物館をじっくり見学し、独立運動の歴史と日本軍の蛮
行の事実を確かめます。
★韓国のジャンヌダルク・柳寛順の故郷を訪れ生家や記念廟、
独立運動の際に合図として利用したのろし台を訪れます。
★元慰安婦のハルモニたちが共同生活しているナヌムの家を訪
れ、日本軍慰安婦歴史館をボランティアの方の案内で見学。

自然環境と歴史を学ぶ

マレーシアの自然とホタル観賞 ５日間

2003年12月 9日 （火）～12月13日（土）133,000円
2004年 2月10日（火）～ 2月14日（土）143,000円
2004年 3月23日（火）～ 3月27日（土）150,000円

クアラルンプール③→機中①
★クアラルンプール近郊の熱帯雨林を訪問して保存や大自然
の魅力などを管理する森林研究所の方々にお話を聞きます。
★地上30ｍの高さで鳥の視点にたって吊橋を歩きながらの散
策も楽しみです。
★マレー鉄道で訪れる古都「マラッカ」でマラッカ海峡やフ
ランシスコ・ザビエルも訪れたセントポール教会も見学。
★クアラルンプール近郊で船に乗って「ほたるウォッチング」。
まるでクリスマス・ツリーを思わせるような輝きです。

世界文化遺産を旅する

韓国　歴史浪漫の旅 ６日間

2003年11月10日（月）～11月15日（土）158,000円
2003年12月 8日（月）～12月13日（土）158,000円
2004年 3月22日（月）～ 3月27日（土）165,000円

慶州②→儒城②→ソウル②
★新羅一の規模を誇る美しい仏国寺、八萬大蔵経の海印寺、
建設美が魅力の宗廟などユネスコ世界遺産を訪ねます。
★「屋根のない博物館」と称される慶州と儒城に2連泊。古く
から温泉地として栄えた儒城温泉で旅の疲れを癒せます。
★エネルギッシュな首都ソウルで半日フリータイム。
★伝統的な本場の味も楽しめます。

村でごちそうになる餃子

春節のお祝い（韓村河）

行　程行　程
行　程

行　程

行　程

◎全ツアー添乗員同行。最少催行10名様

写
真：

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
提
供
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イ タ リ ア ・ ス イ ス の 旅

―
―
「
高
所
ば
か
り
で
な
く
、
ど
な

た
で
も
苦
労
な
く
自
然
を
満
喫
で
き

る
ツ
ア
ー
を
」
と
考
え
た
の
が
ト
ス

カ
ー
ナ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。
こ

の
企
画
で
一
番
大
切
に
し
た
か
っ
た

の
が
季
節
感
。
い
つ
ブ
ド
ウ
畑
が
紅

葉
し
素
晴
ら
し
い
色
合
い
を
出
す
と

か
、
春
の
里
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
季

節
に
設
定
す
る
な
ど
、
五
年
間
か
け

て
実
施
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
舎
の

季
節
感
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
企
画

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

小
久
保：

こ
の
企
画
で
は
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
〜
シ
エ
ナ
は
バ
ス
を
使
え
ば
一

時
間
半
で
移
動
で
き
る
距
離
。
そ
れ

を
こ
の
間
を
何
泊
も
か
け
て
自
分
の

足
で
歩
く
企
画
に
驚
き
ま
し
た
。
実

際
歩
い
て
み
て
今
ま
で
バ
ス
で
通

り
過
ぎ
た
だ
け
で
は
気
が
つ
か
な

か
っ
た
魅
力
が
満
載
で
し
た
。
例

え
ば
田
舎
の
食
事
の
お
い
し
さ
。

都
市
部
の
ど
ん
な
良
い
ホ
テ
ル
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
味
わ
え
な
い
、
食

事
ま
で
観
光
化
さ
れ
て
い
る
昨
今
の

ツ
ア
ー
の
中
で
、
そ
ん
な
微
塵
も
感

じ
さ
せ
な
い
、
素
朴
な
レ
ス
ト
ラ
ン

で
食
べ
る
料
理
は
最
高
で
し
た
。
あ

る
程
度
の
時
間
を
歩
く
こ
と
に
よ
っ

て
ス
イ
ス
な
ど
の
ほ
か
の
国
と
は
違

っ
た
、
ハ

イ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
に

匹
敵
す
る

よ
う
な
満

足
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

市
村：

企
画
か
ら
最
初
の
二
年
は
問

い
合
わ
せ
も
少
な
い
企

画
で
し
た
。
で
も
実
施

し
て
み
て
帰
国
さ
れ
た

お
客
様
の
声
は
、「
本
当

に
イ
タ
リ
ア
の
文
化
に

触
れ
ら
れ
る
、
自
然
を

満
喫
で
き
た
と
同
時
に

人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
そ

こ
に
住
む
人
た
ち
が

色
々
な
思
い
で
、
自
然

の
中
で
生
き
て
い
る
」

と
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

イ
タ
リ
ア
、
特
に
ト

ス
カ
ー
ナ
地
方
は
昔
か

ら
戦
争
は
多
か
っ
た
し
、

イ
タ
リ
ア
自
体
が
一
八

〇
〇
年
代
ま
で
は
都
市

国
家
で
常
に
戦
い
の
場

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
状
況
の
中
で
自
分
た

ち
の
生
き
様
を
守
る
よ

う
苦
労
し
て
き
た
。
季

節
ご
と
に
催
さ
れ
る
祭

り
も
伝
統
的
で
四
〇
〇

〜
六
〇
〇
年
続
い
て
い

る
祭
り
も
あ
り
ま
す
。

筒
井：

シ
エ
ナ
の
パ
リ

オ
で
す
ね
。
今
年
も
お
も
に
ア
ル
プ

ス
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。
で
も
ト
ス

カ
ー
ナ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
歩
き
な
が

ら
、
山
や
花
以
外
で
も
楽
し
め
る
こ

と
が
で
き
、
食
事
や
、
文
化
に
触
れ

ら
れ
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
シ
エ

ナ
滞
在
一
つ
と
っ
て
も
、
通
常
の
ツ

ア
ー
で
は
せ
い
ぜ
い
半
日
見
学
し

て
、
移
動
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ

の
企
画
で
は
ゆ
っ
く
り
と
滞
在
す
る

こ
と
が
出
来
、
パ
リ
オ
が
開
か
れ
る

カ
ン
ポ
広
場

で
、
映
画
の

シ
ー
ン
の
よ

う
に
ゆ
っ
く

り
お
茶
を
楽

し
め
る
時
間

が
充
分
に
あ
る
の
は
魅
力
で
す
ね
。

―
―
食
事
の
時
だ
け
で
な
く
そ
う
い

う
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
が
お
い

し
い
ん
で
す
よ
ね
。

小
久
保：

ア
ル
プ
ス
の
ハ
イ
キ
ン
グ

は
標
高
二
〇
〇
〇
ｍ
以
上
の
場
所
を

歩
き
ま
す
。
こ
の
企
画
で
は
時
に
は

ハ
イ
キ
ン
グ
以
上
歩
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
歩
い
て
い
る
時
間
は
新
し

い
発
見
と
山
里
で
暮
ら
す
人
々
と
の

出
会
い
が
あ
り
ま
す
ね
。

市
村：

地
図
を
片
手
に
道
な
き
道
を

冒
険
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
添
乗
員
と
し
て
は
お
客
様
を
ご

案
内
し
て
い
る
の
で
、
地
図
に
載
っ

た
細
い
道
を
歩
く
の
は
実
は

す
ご
く
不
安
な
ん
で
す
け

ど
）。
さ
っ
き
小
久
保
さ
ん

が
言
っ
た
よ
う
な
新
し
い
発

見
や
、
思
い
も
し
な
か
っ
た

ハ
プ
ニ
ン
グ
に
遭
遇
で
き
る
の
も
こ

の
企
画
の
お
も
し
ろ
さ
で
す
ね
。

―
―
ブ
ド
ウ
畑
や
オ
リ
ー
ブ
の
林
の

ど
真
ん
中
を
歩
き
ま
す
ね
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
地
図
に
は
、
舗
装
道
路
や
自

動
車
道
路
は
、
悪
路
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。（
笑
い
）

市
村：

実
際
に
ブ
ド
ウ
畑
の
中
を
歩

い
て
い
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
収
穫

時
期
に
あ
た
り
、
村
人
が
一
斉
に
作

業
を
し
て
い
ま
し
た
。
殆
ど
が
機
械

作
業
な
ん
で
す
け
ど
、
あ
る
お
年
寄

だ
け
が
昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
ブ
ド

ウ
を
も
ぎ
り
、
そ
れ
を
籠
に
詰
め
頭

の
上
か
ら
担
い
で
い
ま
し
た
。
日
に

焼
け
て
褐
色
に
な
っ
た
肌
と
、
深
く

刻
ま
れ
た
年
輪
を
か
ん
じ
さ
せ
る

皺
。
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
で
は
日
常

的
に
見
ら
れ
る
光
景
で
、
一
瞬
、
ア

ジ
ア
に
で
も
来
た
か
の
よ
う
な

錯
覚
に
陥
り
ま
し
た
。

小
久
保：

ま
る
で
ダ
ー
ジ
リ

ン
の
茶
摘
み
た
い
ね
。

市
村：

で
も
近
寄
る
と
大
き

な
声
で
「
ボ
ン
ジ
ョ
ー
ル
ノ
」

と
満
面
の
笑
み
を
く
れ
て
、
僕
は
イ

タ
リ
ア
語
が
駄
目
だ
か
ら
何
て
言
っ

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
「
こ

ん
な
道
を
ど
こ
へ
行
く
ん
だ
い
」
と

言
っ
た
感
じ
で
明
る
く
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
し
た
。

道
な
き
道
を
歩
い
て
、
多
少
不
安

を
感
じ
な
が
ら
お
客
様
を
お
連
れ
し

て
い
た
気
分
が
、
一
気
に
晴
れ
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。
車
窓
か
ら
ブ
ド

ウ
の
収
穫
を
眺
め
な
が
ら
移
動
す
る

の
は
簡
単
だ
け
ど
、
自
分
が
本
当
に

そ
の
風
景
中
に
存
在
し
て
い
る
ん
だ

と
つ
く
づ
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

―
―
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
花
の
都
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
を
は

じ
め
、
綺
羅
星

の
よ
う
に
古
都

が
点
在
す
る
ト

ス
カ
ー
ナ
。
そ

こ
に
住
む
人
た
ち
の
生
き
様
に
触
れ

る
の
も
楽
し
み
で
す
ね
。「
愛
す
る
、

食
べ
る
、
歌
う
…
…
。
疲
れ
た
ら
寝

市村信幸

小久保千代子

筒井佐知子

フィレンツェ①～キャンティ地方④～シエナ②　10日間
10月 6日（月）～10月15日（水） 379,000円
10月15日（水）～10月24日（金） 368,000円
2004年
3月15日（月）～ 3月24日（水） 355,000円
3月24日（水）～ 4月 2日（金） 368,000円　　
4月14日（水）～ 4月23日（金） 355,000円
5月12日（水）～ 5月21日（金） 378,000円
△各コースとも定員限定12名 最低実施人数10名
◎いつもは車掌から眺めるだけの糸杉が続く丘隆地帯や、ブ
ドウ畑。そんなヨーロッパの田舎の風景の中を3日間ウォー
キング
◎宿泊はアグリツゥーリズモ（農家の経営する宿）や、何百
年も前からのたたずまいそのままの古城を利用します。
◎芸術と歴史の薫るフィレンツェとシエナを訪問します。
◎キャンティワインに、農家の奥さんたちが腕を振るった自
慢の郷土料理が楽しめます。
◎秋はブドウの収穫を眺めながら、春は里の花を見ながら歩
きます。季節ごとのウォーキングをお楽しみいただけます。

10月 8日～10月17日 368,000円
2月11日～ 2月20日　348,000円
3月24日～ 4月 2日　355,000円
4月14日～ 4月23日　368,000円
★ルネッサンスの都フィレンツェ。1泊か2泊で通り過ぎてしま
うにはあまりにもたくさんの芸術品がこの都に集まっている。
絵画、彫刻、建築と街そのものが美術館のようなこの街で4連
泊。美術に造詣の深いガイドがご案内いたします。自由時間も
たっぷり、ホテルは街の中心地なので、散策・お買い物にもと
ても便利です。

★今、注目を集めるイタリアの「スローフード」。郷土でとれた
安全な食材を使い、昔から伝わる料理方法を掘り起こし、真に
体に良いお料理を追及するスローフード推奨レストランで郷土
料理を、そして本場のパスタやワインを地元の人々に人気の高
いレストランへご案内いたします。

★トスカーナの自然の魅力は緩やかな曲線を描く田園風景にあり
ます。キャンティワインの故郷でもあり、レオナルド・ダビン
チの「モナ・リザ」の背景はトスカーナ。丘の上に広がる中世
都市シエナ、サンジミニャーノ、モンタルチーノを訪ねます。

★「幻のワイン」ブルネッロ・モンタルチーノの産地へ。農園ホ
テルでの宿泊とお食事を。郷土色豊かな食材、パスタやワイン
など本場だからこそ味わえる地方料理をご賞味いただきます。

フィレンツェ4泊、キャンティ地方2泊、シエナ2泊、機中1泊
定員15名（10名以上で日本から添乗員同行、9名まで現地係員）

9月22日（月）～ 9月30日（火） 388,000円
10月13日（月）～10月21日（火） 365,000円
ダヴォス①（町中にあるカリジェの壁画の自由見学など）～
トルン②（カリジェの生家、お墓、アトリエ、美術館の自由
見学など）～ポントレジナ②（セガンティーニ美術館、「ウル
スリのすず」の舞台グアルダ、セガンティーニゆかりの村ソ
ーリオなど）～ソーリオまたはマロヤ①～クール①（ビュン
ドナー美術館の自由見学など）
◎定員20名様　最低実施人数10名様
申込み締切日出発日の1ヶ月前
◎成田空港より添乗員同行
◎移動に便利なグラウビュンデン州リージョナルパス（2等車
専用）付
※グラウビュンデン州内の列車や路線バス、登山電車などの
乗物が全て無料で乗り放題。自由行動の際や雨で予定を変更
し、乗物に乗車する場合、お客様のご負担がありません。便
利でリーズナブルなパス付。

カリジェ、セガンティーニのゆかりの場所のみを訪問地に選びまし
た。旅行中は全てがカリジェ、セガンティーニの世界でいっぱいで
す。観光客も少ない、静かな季節に加え、スイス各地で自然の息吹
や、命を感じられる季節に訪れます。山歩きとは違う、新しいスイ
スとの「出会い」と「発見」をお楽しみください。

キャンティワインの故郷の野山を歩き郷土料理を楽しむ

イタリア・トスカーナウォーキング
トスカーナの魅力ある中世都市めぐり

ルネッサンス・イタリアの旅１０日

司
会
・
木
庭
光
雄

出
席
添
乗
員
・
小
久
保
千
代
子

筒
井
佐
知
子

市
村
信
幸

「ウルスリのすず」カリジェと
山岳画家セガンティーニ

カリジェとセガンティーニを訪ねる旅　9日間

の
ど
か
な
田
園
の
中
を
歩
く
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る
。
そ
し
て
ち
ょ
っ
と
働
く
。」
こ

ん
な
イ
タ
リ
ア
な
の
で
、
一
〇
年
前

に
は
イ
タ
リ
ア
は
そ
の
う
ち
崩
壊
す

る
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

今
日
で
は
あ
く
せ
く
働
き
続
け
た
日

本
が
不
況
の
ど
ん
底
に
陥
り
、
イ
タ

リ
ア
は
元
気
な
の
が
不
思
議
で
す

ね
。

市
村：

こ
こ
は
イ
タ
リ
ア
だ
と
思
っ

た
の
は
、
そ
の
皺
の
お
年
寄
は
、
僕

が
添
乗
員
だ
と
分
か
っ
て
い
る
と
思

う
ん
で
す
が
、
案
の
定
僕
に
は
目
も

く
れ
ず
、
女
性
の
お
客
様
ば
か
り
に

話
し
掛
け
て
い
た
な
あ
〜
（
笑
い
）

小
久
保：

イ
タ
リ
ア
っ
て
本
当
に
そ

ん
な
世
界
で
す
よ
ね
。
こ
の
ツ
ア
ー

は
午
前
中
歩
い
て
、
お
昼
は
全
然
観

光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン

で
食
事
を
し
ま
す
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

や
シ
エ
ナ
の
都
会
の
人
間
が
わ
ざ
わ

ざ
車
で
足
を
運
ん
で
く
る
よ
う
な
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
レ

ス
ト
ラ
ン
で
も
私
た
ち
が
行
く
と
、

地
元
の
人
へ
出
す
料
理
と
同
様
の
料

理
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
ま

す
。
村
の
人
も
レ
ス
ト
ラ
ン
の
人
も

一
緒
だ
け
ど
、
午
後
は
夕
食
ま
で
ゆ

っ
く
り
休
む
。

筒
井：

日
本
で
も
こ
ん
な
暮
ら
し
が

出
来
た
ら
な
〜
。（
一
同
溜
息
）

次
の
企
画
の
添
乗
は
私
の
番
で
す
よ

ね
。（
一
同
不
同
意
！
　
笑
い
）

―
―
本
日
は
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ネ パ ー ル の 旅

初心者・中高年向け・・ロッジに泊るエコトレック　

ネパール アンナプルナ・ダウラギリ展望トレッキング

10月 8日（水）～10月19日（日） 329,000円　　　　　　
11月12日（水）～11月23日（日） 337,000円
2月 4日（水）～ 2月15日（日） 329,000円
2月25日（水）～ 3月 7日（日） 329,000円
3月21日（日）～ 3月31日（水） 365,000円
△3月21日出発はアンナプルナ山群のロッジ5泊で11日間
△各コースとも定員15名　最低実施人数10名 添乗員同行
△羽田空港発着は国内線往復15,000円の追加料金
◎秋：ネパールの旅へのベストシーズン。写真撮影には最適
◎春：山全体がシャクナゲで真っ赤に染まる中を歩く
カトマンズ②～ポカラ①～アンナプルナ山群のロッジ⑥～カト
マンズ②　12日間　　　　　　　　　　
◆環境：テント泊りでなくロッジに宿泊。ロッジのかまどやコ
ンロを利用するので薪や石油も最小限で　
◆安全：トレッキング中の最高地点が3200ｍ、宿泊地の最
高地点も2750ｍなので、高山病の影響がありません。添
乗員とシェルパ（現地ガイド）が2人つくので、健脚組、ゆ
ったり組の２つのパーティに分けられます。
◆快適：ロッジてに2人部屋、簡易ベッド、食堂で食事。テン
トより快適。雨の日でも食堂でネパール人ガイドやポーター、
各国のトレッカーとの交流も　
◆ゆったり：ゴレパニに3泊、軽身で3～4時間歩ける方なら
ご参加できます。
●今回の企画にはヒマラヤ（世界最高峰エベレスト）遊覧飛行
の代金も含まれております。

◎参加ご希望の方は9月19日までにご連絡ください。
◎大阪の写真交歓会は9月13日を予定しております。

当社の「ヨーロッパ・アルプス、イタリア・トスカーナ
ウォーキング、ニュージーランドトレッキング、屋久島、
利尻・礼文、白神の自然の旅」にご参加された皆様の
「写真コンテスト」を実施させていただくことになりま
した。今年ツアーにご参加された方はもちろん、過去に
ご参加された方や、自然の旅行にご興味のある方など、
どなたでもお越しいただき、楽しい一時をお過ごしいた
だきたいと思います。是非ご参加ください。

◆ 写 真 コ ン テ ス ト 応 募 要 項 ◆
◇サイズ◇
旅行中、撮影された作品を2Ｌサイズ2枚まで
◇郵送期間◇
9月10日消印で、担当：小関まで
◇入賞者発表◇当日、ご参加いただいた皆
様の審査により発表。写真は当日、会場に
展示させていただきます。入賞者上位5名
様には素敵な賞品を進呈いたします。

フランスはなぜ、イラク戦争反対の意思を貫けたのか？
『フランスの空に平和のつるが舞うとき』―私のパシフィスト宣言―

柏書房発行　定価1600円+税　2003年7月刊行

1976年10月、労働組合の視察団に同行してフランスに行きました。戦前からの革新自治体サンピエール・
デ・コール市を訪問しました。美帆さんと最初にお会いしたのは、市の幹部と懇談していた際に、市長が

「日本人の女性と結婚した職員がいる」と夫君のミッシェルを紹介し、懇談後の昼
食会に同席された時だったと記憶しています。
1982年の夏、被爆者団体とフランスの平和団体の交流がありました。美帆さんに

通訳をお願いしましたが、「ベビーシッターが見つからなかったの、子どもたちを
お願い」と言われ、私たちは会場の外で遊んでいました。この時、美帆さんは単な
る通訳ではなく、パシフィスト（平和主義者）として、この交流に全力を傾けてい
たのでしょう。6年あまりの間に大きく変身した彼女に驚きを感じました。
美帆さんの留学、恋愛、結婚、出産、育児、そしてパシフィストへの道を綴った

エッセイをとおして、核兵器廃絶と平和への情熱がひしひしと伝わってきます。
木庭光雄

日時 9月27日(土)13：30～16：00

会場 新宿南口　農協会館8Ｆ

会費 2,000円（軽食を用意いたします。

飲食物持ち込み大歓迎です。）

丘の上の古城を眺めながら歩く（トスカーナ地方）
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島

全
日
本
民
医
連
共
済
組
合
が
主
催

し
た
『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
然

を
満
喫
す
る
旅
』
に
参
加
し
た
。

一
月
出
発
で
あ
る
か
ら
現
地
の
季

節
は
「
夏
真
っ
盛
り
」
で
あ
る
は
ず

だ
。
経
由
便
で
南
島
の
中
心
都
市
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
か
ら
さ
ら
に
国

内
線
に
乗
り
換
え
「
王
女
様
の
住
む

街
」
ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
へ
。
信
号

が
ひ
と
つ
も
な
い
小
さ
な
町
だ
。
こ

の
街
で
「
迷
子
に
は
な
れ
な
い
」
と

の
ガ
イ
ド
の
話
も
う
な
ず
け
る
。
こ

こ
で
は
、
ワ
カ
テ
ィ
ブ
湖
を
見
下
ろ

せ
る
「
ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
ヒ
ル
」

へ
二
時
間
ほ
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ
。
終

始
木
立
ち
の
中
の
気
持
ち
よ
い
コ
ー

ス
だ
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
コ
ー
ス
ガ

イ
ド
が
あ
り
、
安
心
し
て
歩
け
る
。

ピ
ー
ク
か
ら
は
周
囲
の
二
〇
〇
〇
ｍ

前
後
の
山
々
が
く
っ
き
り
と
見
渡
せ

る
。ミ

ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
遊
覧

ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
か
ら
ミ
ル
フ

ォ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
へ
一
路
バ
ス
の
旅

だ
。
今
夜
泊
ま
る
テ
ア
ナ
ウ
で
小
休

止
後
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
の
観

光
を
交
え
て
昼
過
ぎ
の
遊
覧
船
に
乗

る
。
早
速
「
幕
の
内
弁
当
」
で
昼
食
。

Ｎ
Ｚ
中
ど
こ
に
い
っ
て
も
日
本
食
が

あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

年
間
を
通
じ
て
雨
が
多
い
の
が
難

点
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
も
快
晴

と
は
い
か
な
い
が
う
す
曇
の
な
か
を

二
時
間
ほ
ど
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
だ
。

さ
す
が
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
来
て

お
り
、
Ｎ
Ｚ
随
一
の
人
気
観
光
地
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
波
の
立
た
な

い
静
か
な
入
り
江
と
切
り
立
っ
た

山
々
を
巡
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
心
が

洗
わ
れ
る
。

マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
へ

こ
の
日
も
快
晴
。
バ
ス
で
の
移
動

中
、
運
転
手
の
説
明
を
添
乗
員
が
通

訳
。
途
中
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
昼
食
休

憩
後
、
一
路
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
を
目

指
す
。

程
な
く
ド
ラ
イ
バ
ー
が
前
方
を
指

し
「
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
が
見
え
る
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
見
え
る
こ
と
は

珍
し
い
」
と
興
奮
気
味
に
話
す
。
氷

河
か
ら
の
水
を
一
面
に
貯
め
、
薄
い

空
色
に
染
ま
っ
た
プ
カ
キ
湖
越
し
に

マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
が
望
め
る
場
所
で

し
ば
し
の
停
車
。
み
な
初
め
て
の
対

面
に
感
激
。

こ
れ
か
ら
三
連
泊
す
る
ホ
テ
ル

「
ハ
ー
ミ
テ
ー
ジ
」
に
無
事
到
着
。

全
員
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
が
望
め
る
部

屋
で
満
足
。
こ
の
日
Ｏ
Ｐ
で
氷
河
遊

覧
飛
行
に
出
か
け
た
の
は
二
二
名
で

参
加
者
の
八
割
も
が
参
加
。
四
五
分

ほ
ど
の
フ
ラ
イ
ト
だ
。
小
型
セ
ス
ナ

機
に
四
人
の
乗
客
を
乗
せ
一
気
に
飛

び
立
つ
。
今
日
寄
っ
た
プ
カ
キ
湖
を

後
方
に
山
あ
い
に
入
り
山
々
に
接
近

し
、
そ
の
見
事
な
氷
壁
を
間
近
か
に

見
な
が
ら
飛
ぶ
。
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク

は
ビ
レ
ッ
ジ
か
ら
は
ひ
と
つ
の
ピ
ー

ク
に
見
え
る
が
そ
の
横
を
飛
ぶ
と
三

つ
の
ピ
ー
ク
か
ら
な
っ
て
お
り
、
一

番
奥
に
ハ
イ
ピ
ー
ク
（
三
七
四
五
ｍ
）

が
あ
る
。
飛
行
機
は
さ
ら
に
奥
の
タ

ス
マ
ン
氷
河
の
真
ん
中
（
一
八
五
〇

ｍ
）
に
ス
キ
ー
を
履
か
せ
て
着
陸
。

真
っ
青
な
青
空
と
白
銀
の
雪
山
、
迫

り
く
る
雪
崩
の
跡
と
氷
壁
…
…
本
当

に
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
見
え
て
い

る
。
値
段
は
多
少
張
る
が
ふ
も
と
か

ら
は
決
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

光
景
に
、
大
き
な
感
動
が
残
る
。

セ
ア
リ
ー
タ
ー
ン
ズ
（
一
三
〇
〇

ｍ
）
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
。
途
中
、
外

来
種
の
ル
ピ
ナ
ス
の
赤
、
紫
色
が

青
空
に
映
え
る
（
た
だ
し
、
繁
殖

力
が
強
い
た
め
原
生
の
植
物
に
い

い
影
響
を
与
え
な
い
と
の
こ
と
で

国
の
手
に
よ
っ
て
駆
除
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
）。「
タ
ー
ン
ズ
」
と

は
山
の
中
腹
に
あ
る
池
と
の
こ
と

だ
が
、
ピ
ー
ク
に
は
小
さ
な
池
が

あ
り
我
々
の
着
い
た
と
き
は
ち
ょ

う
ど
昼
食
時
で
、
登
山
道
の
整
備

に
あ
た
っ
て
い
た
現
地
の
人
た
ち

が
池
で
泳
い
で
い
た
。
早
速
わ
が

グ
ル
ー
プ
の
何
人
か
が
飛
び
込
ん
で

い
た
。
昼
食
休
憩
は
時
間
を
か
け
て

と
っ
た
が
、
目
の
前
に
迫
る
マ
ウ
ン

ト
セ
フ
ト
ン
（
三
一
五
二
ｍ
）
と
ミ

ュ
ー
ラ
ー
氷
河
に
連
な
る
氷
壁
に
圧

倒
さ
れ
、
そ
の
姿
に
見
と
れ
て
し
ま

う
。
さ
ら
に
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
の
手

前
に
は
明
日
出
か
け
る
フ
ッ
カ
ー
湖

が
見
渡
せ
る
。
ホ
テ
ル
の
あ
る
ビ
レ

ッ
ジ
、
プ
カ
キ
湖
も
遠
く
に
見
え
て

い
る
。

フ
ッ
カ
ー
バ
レ
ー
へ
の
道

こ
の
コ
ー
ス
は
、
ク
ッ
ク
、
セ
フ

ト
ン
な
ど
の
氷
河
を
抱
く
山
々
と
、

ミ
ュ
ー
ラ
ー
、
フ
ッ
カ
ー
の
氷
河
を

眺
め
、
さ
ら
に
高
山
植
物
も
楽
し
め

る
。第

一
の
つ
り
橋
を
渡
り
、
多
少
狭

く
な
っ
た
道
を
歩
き
続
け
る
。
現
地

ガ
イ
ド
の
説
明
に
聞
き
入
り
、
氷
河

や
地
形
の
成
り
立
ち
、
高
山
植
物
…

…
み
な
聞
き
入
っ
て
い
る
。

フ
ッ
カ
ー
湖
畔
で
昼
食
。
湖
に
氷

河
の
塊
が
浮
か
ん
で
お
り
、
裸
足
に

な
り
足
を
入
れ
ど
れ
だ
け
我
慢
で
き

る
か
や
っ
て
み
た
が
三
〇
秒
ほ
ど
で

足
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
上
高
地
を

流
れ
る
梓
川
よ
り
も
か
な
り
冷
た
く

感
じ
た
。
こ
こ
で
も
ク
ッ
ク
を
目
の

前
に
し
、
至
福
の
と
き
を
過
ご
し
た
。

高
山
植
物
と
の
出
会
い

マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
リ
リ
ー
は
二
本

ほ
ど
、
Ｎ
Ｚ
の
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
も

フ
ッ
カ
ー
バ
レ
ー
へ
の
途
中
第
二
つ

り
橋
の
手
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

し
、
大
き
な
デ
イ
ジ
ー
も
見
れ
た
。

ホ
テ
ル
と
ビ
レ
ッ
ジ
で

ホ
テ
ル
の
部
屋
で
の
夕
食
後
の
時

間
は
、
目
の
前
に
見
え
る
ク
ッ
ク
の

映
り
ゆ
く
姿
を
飽
く
こ
と
な
く
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
青
空
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
茜
色
の
空
に
変
わ
り
、
ク
ッ

ク
の
ピ
ー
ク
の
右
に
満
月
が
現
れ

る
。
薄
く
な
っ
た
青
い
空
と
白
い
月
、

そ
し
て
ク
ッ
ク
が
美
し
い
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
。
こ
の
時
間
が
二
二
時
頃
。

も
っ
と
日
が
沈
み
始
め
る
と
今
度
は

月
明
か
り
の
明
る
さ
に
負
け
な
い
で

サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
も
よ
く
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

ホ
テ
ル
で
は
、
部
屋
か
ら
も
一
階

の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
も
二
階
の
ラ
ウ

ン
ジ
か
ら
も
山
々
が
見
渡
せ
る
。
心

が
洗
わ
れ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
贅
沢

な
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
三
連
泊
す
る
日
本
人
グ
ル
ー

プ
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
よ
う
だ
。
ツ

ア
ー
の
広
告
を
見
て
も
「
マ
ウ
ン
ト

ッ
ク
」
と
は
あ
る
も
の
の
、
途
中
に

よ
る
だ
け
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

三
泊
も
す
れ
ば
小
さ
な
ビ
レ
ッ
ジ
周

辺
を
含
め
く
ま
な
く
歩
く
こ
と
が
で

き
る
。
大
変
心
が
豊
か
に
な
る
旅
で

あ
っ
た
と
思
う
。

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド の 旅 ／ タ ン ザ ニ ア の 旅

11月16日（日）～11月24日（月） 398,000円
2004年
3月28日（日）～ 4月 5日（月） 399,000円
◎定員20名 最低実施人数15名 成田空港より添乗員同行
機中①～クィーンズタウン②～テ・アナウ①～マウントクック
③～機中①　9日間
◆標高3000ｍを超える山々が連なるサザン・アルプス山脈
の中で、国を代表する名峰がマウントクック。そのマウント
クック麓の村、マウントクック・ハーミテージ・ホテル（通
常では１泊することすら難しいとされています。それ程のサ
ービス、山の眺望、景観を誇る有名なホテルです。今回は特
別に全員山側のお部屋をご用意いたしました）に三連泊し、
山と花をゆっくりお楽しみいただきます。
◆マウントクックでハイキングされない方でも添乗員や現地ガ
イドがご案内する想い想いのプランで楽しめます。
◆山々が氷河によって削られた奥深い入り江、フィヨルド。日
帰り旅行でその壮大な眺めを遊覧船から見学します。
◆テ・アナウでは洞窟内を渡し船で進み、青白い光を放つ神秘
的なツチボタルを見学します。
◆東京・成田空港、大阪・関西空港、名古屋空港、福岡空港か
ら同日発着。のんびり滞　在型の9日間。中高年や家族連れ
でも安心して楽しめる旅。

右端が筆者

憧れのハーミテージホテルに3連泊

ニュージーランド マウントクック ハイキング

Ａコース　2004年1月 4日（日）～1月13日（火）
Ｂコース　2004年1月25日（日）～2月 3日（火）
Ｃコース　2004年2月 8日（日）～2月17日（火）
9泊10日　費用：578,000円　定員各18名（最低実施15名）
機①→国境の町アリューシャ①→タランギレ①→ンゴロンゴロ②→セレンゲテ
ィ②→ナイロビ①→機①
＊1月～2月はタンザニアのベストシーズン。
100万頭以上のヌーの群れとそれを追う動
物が集結します。
＊タンザニアで最も動物相の豊かなセレンゲテ
ィ国立公園、世界第二の大噴火口に豊かな生
態系があるンゴロンゴロ自然保護区。二つの
世界遺産に各2泊し、じっく
りまわります。
＊人類発祥の地オルドヴァイ渓
谷と博物館を見学。
＊故小倉寛太郎さんが深く信頼
した現地ガイド永松真紀さん
が全線同行。元ケニア国立公
園長官も同行。動物の生態や
自然保護について詳しく解説
していただきながらのサファ
リ・ドライブです。

－アフリカの集い－
「アフリカの今、そして
アフリカから見えてくる日本」

早川千晶（はやかわちあき）さん
＜プロフィール＞
1966年福岡生まれ。1990年にケニアに移住、
NGO代表、ライターとして活躍。ナイロビ
最大のスラム・キベラにて、スラム住民た
ちと小学校、図書館作り、助け合いグルー
プ活動、リサイクル運動などを手掛けてい
る。「ウペポ～アフリカの風ネットワーク」
発起人。
著書に「アフリカ日和」（旅行人）、共著に
「輝きがある。～世界の笑顔に出会う瞬間
（とき）」（出版文化社）がある。

はてしなく続く大地、大自然のままに生息する数多くの動物たち、
そして人類発祥の地　ベストシーズンに訪ねる

タンザニア・サファリの旅

全
日
本
民
医
連
共
済
組
合
　
平
　
修

日時　9月15日（祝）午後2時～4時

場所　（株）富士国際旅行社

内容　ケニア在住のライター早川千晶さん

によるスライド＆トークショー

定員　40名

会費　500円（学生300円）

●お申し込みは担当・大西まで
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「
エ
ジ
プ
ト
？
」
私
が
、
勤
め
て

い
た
大
手
の
経
済
誌
出
版
社
を
辞
め

て
エ
ジ
プ
ト
に
住
み
た
い
と
言
っ
た

と
き
、
周
り
の
全
員
が
驚
い
た
。
母

親
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
黒
人
、
裸

で
槍
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
と
早
合

点
し
て
、
腰
を
抜
か
し
そ
う
に
な
り
、

父
親
は
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
冗

談
だ
と
思
お
う
と
努
力
し
て
平
静
を

装
っ
て
い
た
。
親
元
を
離
れ
た
こ
と

も
な
か
っ
た
。
毎
日
の
仕
事
や
遊
び

に
満
足
し
て
い
た
と
き
、
突
然
ふ
と

空
か
ら
降
っ
て
き
た
よ
う
な
思
い
つ

き
だ
っ
た
。
そ
う
思
っ
た
ら
そ
の
時

点
で
も
う
決
断
を
下
し
て
い
た
。
状

況
な
ん
て
あ
と
か
ら
つ
い
て
く
る
。

会
社
に
辞
表
を
出
し
、
引
継
ぎ
を
済

ま
せ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
に
飛
ん
だ
。

カ
イ
ロ
、
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
。
人

と
車
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
往
来
し
て

い
る
。
埃
と
煤
煙
の
中
で
、
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
人
々
の
怒
声
と
笑
い
声

と
、
乾
燥
し
た
空
気
と
容
赦
の
な
い

日
差
し
の
強
さ
に
く
ら
く
ら
し
て
い

る
と
、
道
端
の
売
り
子
が
声
を
か
け

る
。「
ハ
ア
イ
、
ア
ー
ユ
ー
メ
イ
ド

イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
？
」

「
ア
イ
ワ
ン
ト
マ
リ
ー
ユ
ー
」

無
茶
苦
茶
な
英
語
で
無
茶
苦
茶
な
内

容
を
ぶ
つ
け
て
く
る
。
し
か
も
、
歯

を
む
き
出
し
に
し
て
笑
っ
て
い
る
。

物
乞
い
が
パ
ワ
フ
ル
に
追
い
か
け
て

く
る
。
慌
て
て
走
る
と
、
危
う
く
、

迷
い
込
ん
で
き
た
ロ
バ
に
轢
か
れ
そ

う
に
な
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
た

だ
、
あ
る
が
ま
ま
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
。

隣
の
人
間
と
の
距
離
に
照
準
を
合
わ

せ
て
ば
か
り
い
る
日
本
が
遠
く
小
さ

く
な
る
。
型
に
入
れ
ら
れ
て
縮
こ
ま

っ
て
い
た
自
分
が
解
放
さ
れ
て
い
く

音
が
す
る
。

ハ
エ
が
ぶ

ん
ぶ
ん
飛
ん

で
い
る
。
エ

ジ
プ
ト
パ
ン

（
ア
イ
ー
シ

ュ
）
の
中
に

挟
ん
だ
フ
ー

ル
と
タ
ー
メ

イ
ヤ
（
豆
）

の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
。
ハ
エ
が
留
ま
っ

た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
ハ

エ
ご
と
食
べ
る
勢
い
だ
。

道
端
の
壷
に
入
れ
て
あ

る
生
水
を
ぐ
い
ぐ
い
飲

む
。
エ
ジ
プ
ト
が
ま
る

ご
と
体
に
入
っ
て
く
る
。

お
節
介
で
親
切
で
、
う

る
さ
く
て
し
つ
こ
く
て
、

気
が
短
く
て
単
純
で
、

陽
気
な
エ
ジ
プ
ト
人
は
、

全
然
恥
ず
か
し
が
ら
な

い
で
、
鼻
の
穴
を
大
開

き
に
し
て
こ
う
言
う
の

だ
。「
ア
イ
ラ
ブ
ジ
ャ
パ
ー
ン
！
」

そ
し
て
、「
今
は
、
お
金
が
な
い
し

仕
事
が
な
い
け
ど
、
日
本
は
俺
の
ド

リ
ー
ム
さ
」。

な
ん
で
街
頭
で
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て

い
る
人
は
自
分
の
顔
に
も
同
じ
色
の

ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
作
業
し
て
い
る
の

か
。
な
ん
で
家
庭
用
洗
剤
の
種
類
に

つ
い
て
数
人
の
男
た
ち
が
唾
を
飛
ば

し
あ
っ
て
議
論
し
て
い
る
の
か
。
な

ん
で
原
付
の
バ
イ
ク
に
五
人
家
族
全

員
が
乗
っ
て
、
み
ん
な
結
構
誇
ら
し

げ
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
。
な
ん
で

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
実
は
免
許
を

も
っ
て
い
な
い
と
そ
っ
と
私
に
打
ち

明
け
る
の
か
。
か
な
り
奇
抜
な
コ
メ

デ
ィ
な
の
だ
。「
人
生
」
が
笑
い
な

が
ら
走
っ
て
い
る
。

マ
ー
レ
ッ
シ
ュ
（
気
に
す
る
な
）。

彼
ら
は
ご
く
自
然
に
許
し
あ
う
。
イ

ン
シ
ア
ッ
ラ
ー
（
神
が
許
し
給
う
た

な
ら
ば
）。
彼
ら
は
神
を
内
に
も
つ
。

お
茶
屋
で
燻
ら
せ
る
水
た
ば
こ
の
煙

の
先
に
、
今
日
が
ゆ
っ
く
り
と
吸
い

込
ま
れ
て
い
く
。
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
ア

レ
イ
コ
ム
（
平
安
あ
れ
）。

「
平
安
あ
れ
」松

下
み
ゆ
き

海外通信

エジプト

①　大阪・東京発イスタンブール経由エジプトへ。
深夜カイロ着　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カイロ泊）

②　終日カイロ市内見学。モハメドアリ・モスク、ハンハーリバザール、
考古学博物館など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カイロ泊）

③　5空路、アブシンベルへ。カルナック神殿見学。
5空路、アスワンへ。アスワンハイダム、切りかけのオベリスクなど見学。
夕刻はファルーカ（小帆船）乗り。 （アスワン泊）

④　午前中はゆったり。
昼からクルーズ船に乗船。すべてのお部屋は川に面しています。
広くて開放的なお部屋です。バス・トイレ付。ナイルを下り、コム・オンボ神殿見学。
夜は船内でガラベーヤパーティをお楽しみください。 （船中泊）

⑤　エドフでホルス神殿見学。
夜は民族音楽と踊りを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（船中泊）

⑥　ルクソール着。かつては「テーベ」と呼ばれた古代エジプトの都見学。
メムノンの巨像、王家の谷、ハトシェプト女王葬祭殿、王妃の谷。
午後は東岸のカルナック神殿、ルクソール神殿見学　　　　　　　　　　　（船中泊）

⑦　朝食後、船をチェックアウト。ルクソール博物館見学後、馬車で市内へ。
午後のお茶を楽しんだあと、空路、再びカイロへ。 （カイロ泊）

⑧　終日：ギザ地区のピラミッド、スフィンクス見学。
午後は散策、お買い物など。 （カイロ泊）

⑨　5早朝、空路イスタンブールへ。着後、イスタンブール市内見学。
アヤソフィア寺院、トプカピ宮殿の宝物館など。
夕刻：イスタンブール発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（機中泊）

⑩　5午前：東京・成田着。5大阪着。

2003年12月19日～28日　372,000円
2004年11月19日～18日　315,000円
定員20名（最低実施15名） 日本より添乗員同行

松
下
み
ゆ
き
・
略
歴

生
ま
れ
は
大
阪
府
枚
方
市
、
年
齢
は

ご
想
像
に
ま
か
せ
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト

に
は
１
９
９
２
年
か
ら
住
み
始
め
、

旅
行
社
の
ガ
イ
ド
・
社
員
を
勤
め
現

在
に
至
る
。
趣
味
は
映
画
鑑
賞
。

お
み
や
げ
屋
（
カ
イ
ロ
）

ア
ブ
シ
ン
ベ
ル
神
殿

★人類5千年の歴史を辿って古代エジプト

の世界へ。科学に裏づけされた巨大な建

築その魅力に触れる

★5ツ星デラックスクルーズ「セミラミス」

号で3泊4日のナイル川クルーズ。船酔い

もなく、広々としたホテルと同様の快適

なお部屋でゆったりと過ごす。ガラベー

ヤパーティもお楽しみいただけます。

★帰路、トルコの首都イスタンブール観

光。オスマン帝国の栄華に触れる

　

　悠久の歴史と3泊4日デラックス・ナイル川ク
ルーズ

古代エジプト　ナイル川紀行とイスタンブール　10日 

『豊かさの条件』 暉峻淑子著 岩波新書　2003年5月発行

著者は、14年前『豊かさとは何か』（岩波新書）で、1989年バブルの絶頂期に「カネとモノ
があふれる世界一金持ちの国・日本」の「特異な豊かさ」への疑
問を投げかけた。
経済大国日本には「強者だけの豊かさ」はあるが、国民の生活

の豊かさに結びついていないことをドイツとの対比で説き明かし
てくれた。
バブルが崩壊し、不況のどん底にある今、雇用、労働、社会保

障、教育などの面でも、国民の生活は極端に悪化している。昨年
まで5年間連続で3万人をこえる自殺者がでており、経済・生活問
題からの自殺者が7940人で、交通事故の死者8326人に並ぶ数に達
している日本は危機的な状況にある。
弱者に目配りしながら、国際的な視野から、｢真に豊かでいき

いきとした社会｣への新たな道すじを模索し、「人間の連帯経済」
や互助の精神による｢もう一つの世界｣をどうつくるのかを考え、
励ましを与えてくれる。（Y.I）

5000年の歴史の流れをみてきた古代遺跡、現代人をも驚かす当時の天文学、
ナイルとともに生きてきたエジプトの歴史と文化に触れる
アスワンからルクソールの間にはエスナ、エドフ、コム・オンボなど興味深い
遺跡が点在している。陸路で行くには困難なこれらの遺跡をナイルクルーズが
可能にします。

★5つ星デラックスクルーズ
★5つのデッキ　
★客室は66室、ゆったりしたホテル並の室内。各室バスタブ・ヘヤドライヤ
ー・トイレ付。全室ナイル川に面し、パノラマビューの大きな窓。

★ キャプテン歓迎、ガラビアパーティの開かれる大レストラン、広くて豪華な
ラウンジ、ギフトショップあり。

★ スイミングプール、ジャグジー、図書室、バーのあるサンデッキ　

エジプトは南にゆくほど暑くなる。特にアスワン、ルクソールは冬でも日中は
最高28～30度にもなる。ラマダーンの明ける12月から砂漠の砂嵐が始まる3
月中旬ぐらいまでが快適な旅を楽しめます。
寝ている間に次の目的地へ、クルーズでゆったりとナイル川を移動。冬は川の
水量が下がるので揺れもほとんどない快適な船の旅。

スカラベの置物、アラバスターの細工品、ヒエログリフや壁画をあしらったＴ
シャツ、カラフルな民族衣装など。スーク（市場）でのお買い物は買い手と売
り手の口八丁手八丁で値段が決まる。

羊肉から鳩の丸焼きまでイスラム教国ならではのお料理がある。今では日本で
もおなじみになったモロヘイヤを使ったスープ、エジプト風コロッケのターメ
イヤ、肉の串焼きのケバブ、ソラ豆を煮込んだフールというスープ、ごまから
つくるペースト・タヒーナなど。

アジアとヨーロッパのふたつの大陸にまたがり、その中心を貫くボスポラス海
峡。イスタンブールはかつてローマ帝国、ビザンチン帝国、オスマン帝国と三
代続いた大帝国の首都。その都のもつ魅力はエキゾチックで街も人も活気に溢
れた奥の深い都。オスマン帝国のスルタンの居城であったトプカプ宮殿を見学。
世界三大料理のひとつトルコ料理。宮廷料理レストランから庶民的レストラ
ン・ロカンタまで多様。やはり羊肉中心だが、魚介料理も豊富。肉料理よりも
高め。屋台ではキョフテという羊肉の団子や魚の
フライを挟んだサンドイッチを売っている。特徴
的なことはお菓子の種類が豊富なこと。並の甘さ
ではない、トルコのアイスクリームはガムのよう
にのびるので有名。味を試してみたい。ヨーグル
ト、トルコの紅茶は小さな容器で飲む。

3泊4日のナイルクルーズ　「セミラミス号」

ベストシーズンに行くエジプトの旅

おみやげ

エジプト料理

迷宮の都イスタンブール

平和 芸術 歴史 グルメ

エ ジ プ ト

平和 芸術 歴史 グルメ

イ ス タ ン ブ ー ル



2003年９月１日（８） いい旅いい仲間 第22号　

福 祉 ・ 環 境 の 旅

1月 7日（水）～ 1月14日（水）8日間　337,000円
2月11日（水）～ 2月18日（水）8日間　337,000円
3月24日（水）～ 3月31日（水）8日間　353,000円
★ユトレヒトにあるオランダ福祉介護協会を視察します。高齢者介護保障のシステムや子育て
支援について学びます。
★南スウェーデン、ハルムスタッド市を訪問。
＊スウェーデン高齢者、障害者福祉の現状
＊痴呆高齢者ケアプログラムと地域リハビリ
＊障害者の目線でバリアフリーの街並みを見学します。

①成田発、アムステルダムへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜アムステルダム3泊＞
②午前：アムステルダム市内見学＝アンネフランクの隠れ家など　午後：自由行動
③終日：オランダ福祉視察（オランダ福祉介護協会・子育て支援施設見学）
④午後：空路、コペンハーゲン経由で南ス
ウェーデンの都市、ハルムスタッド（人口
約9万人）へ＜ハルムスタッド3泊＞
⑤午前：バリアフリーの街並み見学（バス
乗場、銀行、ゴルフ場など）午後：自由行
動
⑥終日：ハルムスタッド高齢者・障害者福
祉視察（サービスハウスやグループホーム
の運営や施策など担当者から聞きます）
⑦列車でコペンハーゲンへ空路、帰国の途
へ＜機中泊＞
⑧成田着

11月19日（水）～11月26日（水）8日間　368,000円
★スウェーデン第二の都市イエテボリで「人も自然もと共に暮らしながら持続する社会」を実
現する、様々な取り組みを見学します。
★「環境に配慮すること」を企業理念とするボルボ本社を訪問し、自然環境との調和を考えた
企業活動を視察。
★ドイツ南部「環境首都」フライブルグを訪ね、住民参加の環境政策（交通政策やリサイクル
など）を学びます。
★ドイツ（フライブルグ）中小企業を訪問。

①成田発、スウェーデン第2の都市イエテボリへ　　　　　　　　　　　　＜イエテボリ3泊＞
②終日：イエテボリ環境視察1（スウェーデンの環境政策についてのレクチャー・ボルボ本社見
学）
③終日：イエテボリ環境視察2（商
店街での環境政策、保育園見学）
④空路、ドイツへ　列車で「環境首
都」フライブルグへ

＜フライブルグ3泊＞
⑤終日：自由行動　e：「環境定
期券」を利用して交通政策を見学　
⑥終日：フライブルグ環境視察（市
担当者によるレクチャー、環境教
育センター、地元企業見学）
⑦空路、帰国の途へ　　＜機中泊＞
⑧東京・成田着

★豊富な学習内容　
・簡単なデンマーク語教室
・デンマーク福祉政策のレクチャー
・ニューケビン市の福祉環境政策について
・ニューケビン市の障害者政策について
★視察先は、（県立）補助器具センター
・高齢者住宅　・在宅ケア　・プライエム
・障害者乗馬学校
・ソーシャルヘルス学校（ヘルパー養成学校）
・保育園　・リサイクルセンター　等　
★参加人員を12名までといたします。
（最低実施10名様以上）
★現地係員がお世話します。
★6日目は、コペンハーゲン市内見学と半日の
自由行動となります。（ホテルにご宿泊）

(※１)自治体が国の援助金を受け、新築(または改築)した住宅で、援助があれば、自宅で自立生活できる70歳以上の高齢者を対象
にしている住宅。現在デンマーク全国で約17,000戸。
食事：Ｂ＝朝食　Ｌ＝昼食　Ｄ＝夕食　機＝機内食（施設の都合で見学が前後する場合があります。）

小さな自治体での街づくり視察小さな自治体での街づくり視察
デンマーク（ニューケビン市）街づくり視察８日間

福祉 子育て支援 環境

＜コースの概要＞
☆デンマークの小さな町で、自治体の福祉・子育て支

援・環境などの政策をホイスコーレ（国民高等学校）

で学びます。首都コペンハーゲンから南西に約

130km、ファルスター島の中心地ニューケビン市

（人口約25,000人）を訪れます。

☆『正確に学び、日本との違いを見据え、日本で本当

に必要なものは何か』を理解する事を目的として、

デンマークのフォルケホイスコーレ*の基本理念に

基づき、学習します。

☆ご宿泊は1849年に建てられた古い貴族の館（全

寮制）を利用し、食事代込の料金となっています。

（6日目は除きます。）

☆講師は、現地で長年福祉の仕事をされ、何回も日本

からの要請で福祉講演を行ない、また日本の高齢者

福祉施設などの建設に福祉コンサルタントとしてア

ドバイスをしてきた経験をもつ方々が説明します。

*フォルケホイスコーレ：デンマークの成人教育(生涯学習)の施設

で1844年農村青年の教育を目的にグルントヴィの提唱によって

設立されました。特徴は、原則として18歳以上であれば性別、年

齢、職業、国籍を問わず、無試験で入学できます。また、特徴と

して寄宿制で、昼間は学校、夜は宿舎で生活します。

講義の最後に終了書が渡されます。

■日程表

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

月　日（曜日）
11月16日(日)

11月17日(月)

11月18日(火)

11月19日(水)

11月20日(木)

11月21日(金)

11月22日(土)

11月23日(日)

日　　　　　　　程　　　　　　　　　　　　　　＜宿泊＞
航空機で成田空港発、デンマーク・コペンハーゲンへ
空港からバスで約1時間30分、ニューケビン市へ
（視察の簡単な説明） ＜ニューケビン泊＞
午前：簡単なデンマーク語教室および（県立）補助器具センター見学
午後：デンマーク福祉政策のレクチャー

＜ニューケビン泊＞
午前：市役所で市の福祉・環境政策のレクチャーおよび市の議会場など見学
午後：高齢者住宅(※１)およびリサイクルセンター見学

＜ニューケビン泊＞
午前：在宅ケアと施設ケア(プライエム)見学
午後：市の障害者福祉政策のレクチャーおよび障害者乗馬学校見学

＜ニューケビン泊＞
午前：ソーシャル・ヘルス学校(ヘルパー養成学校)見学及び懇談　　
午後：子育て支援関連施設見学（学童保育または保育園など）
夕刻：総まとめ（終了書授与） ＜ニューケビン泊＞
午前：コペンハーゲン市内見学=人魚姫の像、ニューハウンなど
午後：自由行動

＜コペンハーゲン泊＞
空路、帰国の途へ

＜機中泊＞
午前：成田空港着

食事

機
機
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｄ
Ｂ

Ｂ
機
機

●

●

コペンハーゲン 

ニューケビン市 

ハルムスタッド フライブルグ・エコセンター

旅行期間：11月16日（日）～23日（日）
旅行費用：373,000円

小さな自治体での街づくり視察小さな自治体での街づくり視察 福祉 子育て支援 環境

特徴

ヨーロッパの社会福祉をみる

オランダ・スウェーデン福祉の旅　
新しいエネルギーと環境政策を学ぶ

スウェーデン・ドイツ環境視察の旅

コペンハーゲン

第12回 全国地域ケア研究交流集会
【地域ケア】の『質』を問う

安心して働き続けたい　～地域の利用者の生活を守るために～

主催：第12回全国地域ケア研究交流集会　実行委員会
地域ケアネットワーク・こむ　会長：木戸利秋

後援：大田区社会福祉士会　大田在宅ケアネット

介護保険制度に続く、障害者支援費制度の実施により、全国の地域ケア
の現場は大きく様変わりし、今改めて、地域ケアの「質」が問われてい
ます。
この間の大きな問題点一つとしてあげられるのが、地域ケアに携わるス
タッフ等の勤務条件の悪さです。地域の利用者の生活を守るためにも、
安心してスタッフが働き続けることのできる状態を全国で作り上げるこ
とが重要ではないでしょうか。利用者本位の地域ケアを作り上げるため
に、全国の仲間と研究交流しましょう。ぜひ多くの方の参加をお待ちし
ています。

日時：10月19日（日）
午前9：30受付開始　10：00開会　16：30まで

場所：東京都大田区「大田文化の森」
東京都大田区中央2-10-1 Tel.03-3772-0700

事前申込参加費：3,500円（資料代含む）当日：4,000円
（障害者の付き添い、各種通訳の方は無料）

定員：250名

《日程》
＊全体講演会（10：00～12：00）
～介護現場の医療行為と労働条件～どこがどう違う「デンマークVS日本」
講演者：ユッテ・ニコライセン（デンマーク社会介護・保健アシスタント）

小野寺綾子（デンマーク在住13年、日本語教師）
＊実践講座及び７分科会（13：00～16：30）

《連絡先》
◆「地域ケアネットワーク・こむ」
Tel.025-269-7457 fax.025-269-1571＜毎週木曜日のみ＞
◆渡辺潤（集会事務局長）＜木曜日以外＞
携帯.070-6194-0446またはメールjun-wb@jcom.home.ne.jp 

イ ベ ン ト コ ー ナ ーイ ベ ン ト コ ー ナ ー

定員12名様
定員12名様
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三
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世
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際
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を
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ざ
す
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生
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年
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ル
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平
均
年
齢
二
一
歳
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一
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つ
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メ
キ
シ
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ス
タ
リ
カ
の
旅
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参
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ま
し
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ん
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介
い
た
し
ま
す
。

「
こ
の
旅
に
は
、
他
に
な
い
ひ
と

つ
の
特
色
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

“世
代
を
つ
な
ぐ
”
旅
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
は
じ
め
は
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の
意
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も
よ
く
分
か
り
ま
せ
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で

し
た
。
そ
の
意
味
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感
で
き
た
の
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り
の
メ
キ
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コ
空
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へ
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か
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バ
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で
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若
い
人
た
ち
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に
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ま

し
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何
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急
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淋
し
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っ
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き
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す
。
も
ち
ろ
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に
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っ
た
若
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も
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ら
し
い
人
た

ち
で
す
。
で
も
な
ぜ
か
若
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が
へ
っ

て
淋
し
く
な
っ
て
き
た
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で
す
。

『
も
し
も
こ
の
地
球
に
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ど
も
た

ち
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い
な
く
な
っ
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ら
、
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れ
は
つ

ま
ら
ぬ
土
く
れ
と
な
る
で
し
ょ
う
』。

あ
る
詩
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は
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う
歌
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
旅
は
、
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に

い
る
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な
に
い
い
こ
と

か
、
実
感
さ
せ
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れ
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で
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が
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に
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験
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ー
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で
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一
坪
ほ
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ケ
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一
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。
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、
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2003年９月１日（９） いい旅いい仲間 第22号　

ふ れ あ い と 交 流 、 対 話 の 旅

12月22日（月）～30日（火） 8泊9日
費用：一般‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥245,000円

学生・ユースネット会員‥‥172,000円
（一般とは宿舎など異なります）

定員：35名（最低実施人員25名）
ホーチミン③→ダナン・ホイアン①→ハノイ②→ハロン湾①
→ハノイ①
＊ホーチミンでは「戦争犯罪博物館」やクチのトンネルをじ
っくりと見学。ベトナム戦争当時、最大の米軍基地の置か
れた町ダナンを訪問。ハノイでは枯葉剤の被害に苦しみな
がらも、賢明にリハビリに励む子どもたちの施設「平和村」
で交流。ボランティアや子どもたちとのふれあい、施設責
任者などとのシンポジウムを予定。アメリカによる戦争、
そして21世紀と平和を一緒に考えます。
＊ベトナム人宅への家庭訪問とホームスティ、ベトナム人青
年やアオザイデザイナーとの交流とファッションショー、
農村の伝統芸能「水上人形劇」鑑賞など、「ドイモイ」政策
のもと民族的な伝統、文化を大事に、明るく国づくりに励
むベトナムの人たちと交流。新聞特派員との懇談も予定。
＊ベトナム人民支援連帯に青春を燃やした世代と21世紀を担
う世代。二つの世代が同じベトナムを見、21世紀の日本と
世界、人生を考える。時間をとった「しゃべり場」で色ん
な思いをじっくり交換。

12月13日（土）～21日（日） 8泊9日
費用：一般‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥248,000円　

学生・青年‥‥‥‥‥‥‥‥159,000円
（一般とは宿舎など異なります）

定員：30名（最低実施人員20名）
ホーチミン④→ハノイ②→ハロン湾①→ハノイ①
＊アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会幹部で、青
年問題の著作も多数ある長野の弁護士・毛利正道さんと9・
11の同時多発テロ後結成された「信州からPEACEネット」
の青年たちが中心に呼びかけ、企画しています。
＊第二次世界大戦の時に日本軍のベトナム進駐がもたらした
「200万人餓死事件」、いまもつづくベトナム戦争の被害、
そしてイラク戦争。3つの戦争を一緒に考え、平和な21世
紀と日本を信州から考える旅です。
＊ホーチミン市で諸国人民連帯委員会とも交流予定。

2004年3月27日（土）から4月3日（土） 7泊8日
費用：一般‥368,000円　高校生以下‥308,000円
定員：10家族25名（最低実施8家族16名）
機①→アデレード②→カンガルー島②→アデレード①→機①　
＊南オーストラリアカンガルー島は、アデレードの南約113
キロに浮かぶオーストラリア3番目に大きな島。島内には野
生のカンガルー、コアラ、アシカ、ペンギン、ワラビー、
ペリカン、カモノハシなど、多数の動物たちが野生のまま
に保護され、大自然の中で生息。世界で唯一野生のアシカ
をそばに近寄ってみることも出来ます。
＊自然や野生動物たちと一緒に、あの南十字星を堪能できる
のもカンガルー島。島には公共交通機関もありません。そ
んなお伽の国のような景観、ファンタジックでワイルドな
自然と動物の島で、家族のふれあいの時間を大切にします。
じっくりと親子、そしてお孫さんとの会話や遊びを楽しん
でみませんか。
＊アデレードは「一度は住んでみたい」と言われる町。こじ
んまりした街並みと緑あふれる公園。無料の公共バスも走
り、博物館、美術館のほとんども無料。治安も良く、家族
のふれあいを大事にしながら散策、ショッピングを。
＊今回の旅には、「人に優しい眼差しを持つ写真家」小松健一
さんが同行。ご家族の旅行中のベストショットを1枚、特別
にプレゼントします。いま、この時しかない家族の思い出
を、プロの写真家に切り取ってもらいませんか。

ベベ
トト
ナナ
ムム
　　
ホホ
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チチ
ミミ
ンン
市市

ビ
ン
・
タ
イ
市
場

ＴＲＡＶＥＬＥＹＥＳ

あんなトコロ　

コンナところ

Vietnam

三上満さんとユースネット世代をつないで行く旅第2弾

ベトナム　平和と交流の旅
3つの戦争と21世紀を考える

世代をつなぐ旅　信州発ベトナムへ
写真家・小松健一さん同行　南オーストラリアの旅

親子、孫で行く　ふれあいのカンガルー島

いい旅
いい仲間

いい出会い

世
代
を
つ
な
ぐ
ふ
れ
あ
い
の
旅

－
親
子
、
孫
、
友
人
、
そ
し
て

現役教員の方など、ハノイ部分だけの参加も歓迎します。

「ドイモイ」に活気づくホーチミン、旧日本人

町でユネスコ世界文化遺産にも登録されている

ホイアン（22日発のみ）、多くの博物館のある

首都ハノイ、すばらしい景観を提供してくれる

世界遺産のハロン湾、絶品のベトナム料理など、

ベトナムの観光も満喫します。

Vietn
am



2003年９月１日（10） いい旅いい仲間 第22号　

音 楽 ・ 映 画 の 舞 台 ・ 芸 術 に ふ れ る 旅

2003年12月29日(月)～2004年1月6日（火）455,000円
△定員25名（最低実施人数20名） 日本より添乗員同行
毎年恒例、年末のヨーロッパ

◎ベルリンで「第九」、プラハでニューイヤーコンサートを
◎ライプチッヒ、プラハ、ウィーンで音楽家縁の地を巡る
①大阪・名古屋・札幌5東京・成田発5コペンハーゲン経
由ベルリンへ（泊）②午前ベルリン市内見学＝連邦議事堂、
ウンターデンリンデン通り、ブランデンブルク門など　午
後：6第二次大戦戦後処理の話し合われたポツダムへ。
ツェツェーリエンホフ宮殿見学。 夜：コンツェルトハウス
でベートーベンの「第九」コンサート③6ザクセン地方ラ
イプチッヒへ。歴史あるワインケラー「アウエルバッハ」で
昼食、午後：ライプチヒ市内見学。バッハ縁の聖トーマス教
会、メンデルスゾーンの家など。夜、大晦日ディナー（泊）
④6文化都市ドレスデンへ。ツビンガー宮殿（外から）、エ
ルベ川のテラスなど小観光7国境を越えてチェコへ。午
後：プラハ着。夜、スメタナホールでのニューイヤーコンサ
ート（プラハ泊）⑤午前プラハ市内見学。聖ビート教会、カ
レル橋、旧市街など。午後：自由行動。（泊）⑥プラハ発バス
又は列車でオーストリア・ウィーンへ。午後：自由行動。夜
eオペラ、オペレッタ（ウィーン泊）⑦午前：ウィーン市
内見学。ホーフブルク（入場）、市立公園、リンクなど。午
後：自由行動。e夜：オペラ、オペレッタ、ミュージカル
を（泊）⑧午前ウィーン発5コペンハーゲン経由（機中泊）
⑨午前：東京・成田着5大阪・名古屋・札幌

2003年 9月20日～ 9月28日 332,000円
2003年10月11日～10月19日 318,000円
2003年11月 8日～11月16日 298,000円
2004年 1月10日～ 1月18日 340,000円
2004年 3月13日～ 3月21日 340,000円
◎6名から実施。現地日本語ガイド係員がご案内。10名以上
で日本より添乗員同行。
◎映画「戦場のピアニスト」「灰の記憶」の舞台、アウシュビ
ッツへ。生存者の方との懇談、丸2日間かけての見学。
◎ユネスコ世界遺産・古都クラクフとワルシャワの旧市街へ
◎ワルシャワでショパンピアノコンサート、希望者は17世紀
のビラヌフ宮殿へ。
◎ワルシャワ3泊、クラクフ3泊、ワルシャワ1泊、機中1泊
のゆったり旅　　
◎ホテルは4ツ星クラス。オーストリア航空、スカンジナビア
航空利用予定

2004年1月 4日（日）～1月11日（日）347,000円
2004年1月11日（日）～1月18日（日）347,000円
●募集定員各25人（最少催行人員15人）
東京・成田空港発→空路ロシアの首都モスクワへ。夜はバレ
エ・オペラなど鑑賞（モスクワ2泊）→夜行寝台列車でサンク
ト・ペテルブルグへ（車中泊）→サンクト・ペテルブルグで
バレエ・オペラなど鑑賞（ペテルブルグ3泊）→空路、帰国の
途へ（機中泊）→東京・成田空港着　※フィンランド航空利用

◎年末年始には欠かせない華やかな催し「ロシアの冬」芸術祭。
モスクワのボリショイ劇場、サンクト・ペテルブルグではマリ
ンスキー劇場（旧キーロフ劇場）などで、ロシアが誇るバレ
エ・オペラの最高峰をご鑑賞いただきます。※旅行費用に各都
市１回ずつ劇場鑑賞が含まれます。

◎二大都市間の移動は、「赤い矢号」などの寝台特急列車で。
列車の旅の前にはレストランで、ロシア民謡も心ゆくまで。

◎今年建都300周年の古都サンクト･ペテルブルグ。ロシア皇帝
の「冬宮」エルミタージュ美術館と、第二次大戦でナチスドイ
ツによって持ち去られ、ロシア人の執念で修復、公開されたば
かりの「琥珀の間」が見逃せないエカテリーナ宮殿を見学。世
界遺産の壮麗な建築と世界有数のコレクションを。

◎1月4日出発のコースでは、ロシア旧暦のクリスマスにあたる1
月7日が含まれています。ジェッド・マロース（ロシアのサン
タクロース）やスネグーロチカ（雪姫）などの仮装行列や、雪
上のトロイカ競争など、この時期ならではの様々な伝統行事を
お楽しみいただけます。

こんなことができます。
◎格安航空券手配　訪問都市に応じて最も経済的に
◎ホテル手配　ご予算、立地条件、快適性など
◎現地発の日本語観光バス紹介
◎現地ガイド、通訳、空港までの送迎、車の手配。夜おそい空港着のときなどは特に安心。
◎コンサートやオペラ、ミュージカルなど音楽会のチケット、イタリアサッカー試合の切符手配
◎鉄道パス、国別・都市別パスの手配

ヨーロッパ版　例えば 都市間定期観光バス

イタリア ルート１　ルネッサンスが花開いたトスカーナを走る
①毎週　月・水・金・日　発
フィレンツェ08：00発→サンジミニャーノ（1時間）→
シエナ（3時間半）→ローマ17：45着
②毎週　月・火・木・土　発
ローマ08：00発→アッシジ（3時間半）→フィレンツェ17：30着

イタリア ルート2 アドリア海と銀嶺が育む北の顔と南の顔へ
①毎週　火・木・日　発
ベネチア08：00発→サンマリノ（3時間）→
フィレンツェ18：00着
②毎週　月・水・土発
フィレンツェ08：00発→サンマリノ（3時間）→
ベネチア18：00着

イタリア ルート3 イタリア最大の田園地帯を行く
①毎日発
ミラノ08：00発→ベローナ（1時間）→ベネチア12：30着
②毎日発
ベネチア14：00発→ヴェローナ（1時間）→ミラノ18：30着

スペイン ルート1 雄大な山脈を仰ぎ街から街へ
毎週　水・日発　セビリア09：00発→コルドバ（3時間半）→グラナダ17：30着
スペイン ルート2 一面のオリーブ畑に浮かび上がる白い家並み
コルドバ駅11：00集合→メスキータ、花の小道観光。
コルドバ14：30発→グラナダ17：30着
スペイン ルート3 イスラム文化と地中海にアンダルシアの光と影を堪能
グラナダ09：00集合。アルハンブラ宮殿、ヘネラリーフェ（庭園）
を観光。グラナダ11：30発→ミハス（2時間45分）→マルベールア
17：30着
スペイン ルート4 地中海ならではの爽やかなビーチリゾート
マルベーリャ09：00発→ロンダ（2時間）→セビリア13：30着

（以上　主催ユーロ・エクスプレス）

ヨーロッパ鉄道セレクション

丘に広がるワイン畑。氷河を抱く山並み、中世そのままの教会と町並、車窓をそのまま額縁にして
動く風景画のよう。スピード感いっぱいの車体、飛行機なみのサービスがご自慢の各国プレミアム
トレインの旅をお楽しみください。

ユーロスター ドーバー海峡をかける国際高速列車
ロンドン・パリ間約4時間。ロンドン・ブリュッセル間約1時間40分

タリス 鮮やかなワインレッドの洗練された高速列車
パリ・ブリュセル間約1時間25分。
ブリュッセル・アムステルダム間2時間40分

イーエススター イタリア全土をネットワークする高速列車
北部のトリノ、ミラノ、フィレンツェ、ローマ、最南端のレッジョデカ
ラブリアを結んでいます。
ローマ・フィレンツェ間約1時間35分
ローマ・ベネチア・サンタルチア駅間約4時間30分　　
フィレンツェ・ミラノ間約2時間50分
フィレンツェ・ベネチア・サンタルチア駅間2時間40分

ドイツ・中欧人気の区間乗車券　インターシティ／ユーロシティ
ミュンヘン・ザルツブルク間2時間弱。ミュンヘン・ウィーン間5時間弱。
ミュンヘン・チューリッヒ間4時間13分。ウィーン・プラハ間4時間25分。
ウィーン・ブダペスト間約2時間30分。プラハ・ブダペスト間6時間45分

ヨーロッパ各地の夜の移動に便利な「ユーロナイト」
寝台、クシェット（簡易寝台）、座席で編成されている。ドイツ、ポルトガル、
イタリア、フランス、オーストリアの都市を結ぶ。例えば、フランスのパリ
からドイツ・ベルリンやハンブルクへアクセスする国際夜行列車。眠ってい
る間に移動できる効率のよさ、設備の充実している元祖ホテルトレィンです。
予約と発券は日本出発前にすませましょう。

フィレンツェ

アルハンブラ宮殿

タリス

イーエススター

ドイツ、チェコ、オーストリア

第23回「第九」をきく音楽の旅９日間 ポーランド・アウシュビッツへの旅９日
建都300年のサンクト・ペテルブルグとモスクワ

「冬の芸術祭」ロシアの旅　８日間

10月から4月上旬までヨーロッパは航空運賃が安くなってくるオフシーズンです。

オペラやミュージカル、クラシックコンサートなどはオンシーズン、長い夜でも楽しみが

あります。例えば6日間を1～2都市の滞在して、昼は時間をかけた美術館・博物館めぐり

と観光、夜は観劇へとこの時期ならではのゆったりとした旅をしてみてはいかがでしょう

か。ホテルは9，10月は見本市やサロンなどがあり、ホテル代は高くなる期間もあります。

また、二人以上で旅するほうが経済的、安心。早めに調べて、上手に組み合わせましょう。

ゆったり・のんびり　マイペースで旅をしたい。そんな方向けの安心旅。 
移動も鉄道の旅や途中の街での観光も楽しめる定期バスを組み合わせてあなただけの旅を。 

～ヨーロッパ編～  

小グループ・家族・個人旅行　安心の旅づくり 

ビルケナウ収容所
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食の安全とスローなライフスタイルを考える 

好評に続き

新企画

キューバの旅 

キューバ・コスタリカ・ペルー・ボリビアの旅

2004年1月12日（月）～1月20日（火）
2004年3月19日（金）～3月27日（土）
旅行費用：348,000円
募集定員：15人（最低実施人員10人）
●かつての首都サンチャゴ・デ・クーバで、フィデル・カス
トロが、キューバ革命の口火を切った、モンカダ兵営記念
館や革命家ゆかりの地を訪問。
●首都ハバナではユネスコ世界遺産の旧市街の散策と共に、
キューバをこよなく愛した、「老人と海」の作者・ヘミング
ウェイゆかりの地も訪問。
●カリブ海のリゾートバラデロ海岸に2泊して、白砂の美しい
海岸が広がるビーチとリゾートホテルの滞在を満喫。
●オプショナルツアーで、世界的に有名なダンスキャバレー
「トロピカーナ」のショーもお楽しみいただく事ができます。
①成田5カナダ＜乗継地泊＞②5ハバナ着　着後：ハバナ
市内見学（革命広場、モロ要塞、世界遺産の旧市街）＜ハバ
ナ泊＞③ハバナ周辺見学（ヘミングウェイゆかりのコヒーマ
ル、ヘミングウェイ博物館、革命博物館）＜ハバナ泊＞④ハ
バナ5サンティアゴ・デ・クーバ　着後：サンティアゴ見
学（モンカダ兵営博物館、ホセ・マルティ墓所、モロ要塞、
旧市街）＜サンティアゴ泊＞⑤午前：自由行動　午後6バ
ラデロ海岸へ移動＜バラデロ泊＞⑥カリブのリゾート地、バ
ラデロに滞在＜バラデロ泊＞⑦午前：バラデロ6ハバナ
着後：自由行動　夜：ハバナ5カナダ＜乗継地泊＞⑧5帰
国の途へ　日付変更線通過⑨午後：成田到着

1月15日～12日　334,000円
4月12日～19日　340,000円
★平和憲法の国・自然環境保護先進国コスタリカ
★古代から続く豊かな熱帯の自然を愛し、動物・植物など
様々な生物が共存する姿を。朝・夕、太陽と共に始まる生
活、自然に触れ、心をリフレッシュする旅。
①東京・名古屋・大阪発5アメリカ南部の商業都市アトラ
ンタへ（泊）②5空路、コスタリカの首都サンホセへ。サ
ンホセ市内見学（国立博物館、国立オペラ劇場など）③終
日：サンホセで平和と人権について懇談。午後：自由行動
（泊）④サンホセ発6カリブ海に面したトルトゲーロ国立自
然公園へ。ボートに乗り換え、約1時間のジャングルクルーズ。
ワニやイグアナ、ナマケモノ、たくさんの種類の野鳥など生
息する動物たちの姿を観察。トルトゲーロ・ロッジ泊⑤早朝、
熱帯雨林の中を歩いて散策。一本の木で棲息するアリ、昆虫、
植物たちを追います。午後86ボートとバスを乗り継い
で再び、サンホセへ。（サンホ
セ泊）⑥午前自由行動。午後
5再びアトランタへ（泊）
⑦午前アトランタ発5帰国
の途へ（機中泊）⑧午後：東
京・成田着5 大阪・名古
屋・福岡・札幌へ

2004年1月9日（金）～1月20日（火）638,000円　　　　
◎定員15名（最低実施人数10名）成田空港より添乗員同行
◆南米ペルーとボリビアをゆっくりのんびり周遊する特別企
画。
◆各所で謎の遺跡を見学。神秘的なチチカカ湖の遊覧も
リマ②～ウルバンバ①～クスコ②～プーノ②～ラ・パス②～
機中②　12日間　　　　　　　　　　
①成田発　日付け変更線を越えアメリカ・ヒューストン経由
ペルーの首都リマへ
②午前：自由行動（休息）。午後：リマ市内見学
③午前：インカの都クスコへ
午後：クスコから聖なる谷を抜けウルバンバ渓谷へ
④終日：マチュピチュ見学
空中都市、失われた都市とも呼ばれる謎の遺跡見学。
⑤終日：クスコ市内見学
夕刻：フォルクローレディナーショー
⑥終日：シルスタニ遺跡を見学しながらプーノへ。
⑦午前：ウロス島見学。午後：自由行動
⑧終日：チチカカ湖見学
夕刻：太陽の島を経由してボリビア・ラパスへ
⑨午前：ティワナコ遺跡見学。午後：自由行動
⑩午前：再びリマへ移動。午後：自由行動
⑪アメリカ・ヒューストン経由で帰国の途へ
⑫成田到着。

消費者に安心できる確かなものを届けようと、アイガモによる無農薬栽培米を視察する、
東京の米屋さん（長野県北佐久郡浅科村）

キューバ周遊とカリブ海の旅９日間
～～ハバナ＊サンティアゴ・デ・クーバ＊バラデロ～～

コスタリカ　平和と自然の旅　８日間
遥かなるインカ・空中都市　

ペルー・ボリビアの旅12日間

日程：2004年3月17日（水）～24日（水）
費用：近日中に発表
よびかけ：高橋　清（多古町旬の味産直センター代表理事）

飛田　元雄（農民運動茨城県連合会書記長）
宮澤　国夫（農民運動長野県連合会事務局長）

＊日本の食の安全と自給率向上、地産地消のとりくみで注目の農民連、産直
協議会の方々との旅です。これからの日本と食について一緒に考える旅。
＊旧ソ連崩壊とアメリカによる経済封鎖の中で、食糧自給をめざし努力して
きた国キューバ。農業分野の努力が世界的にも注目されています。ミミズな
ど有機農法にも注目し取り入れた持続可能な農業への努力、大規模生産から
小規模農業と共同への転換など。一歩一歩食糧の自給と安全で安心な食の確
保へと努力しています。
＊今回の旅では、有機農業を実践している農家や研究所、ミミズなどの販売
所を訪問。有機野菜を中心とするレストランで新鮮な野菜料理も堪能します
＊キューバは「社会主義をめざす国」としても有名です。人口に占める教員
や医療関係者の人数など、教育、医療の水準は他の中南米諸国を大きく上回
っています。こうした成果の見学
もいたします。
＊ラテン音楽のメッカ、あの「ブ
エナビスタソーシャルクラブ」で
紹介された、ゆったりとしたライ
フスタイル、年配者の誇りとゆと
りを持った生きざま。そしてカリ
ブの海と大自然。あなたに生きる
力を与えてくれる国です。
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土
作

り
に
は
有
機
質
肥
料
を
ほ
ど
こ
す
努

力
な
ど
、
安
心
・
お
い
し
い
は
当
た

り
前
と
い
え
る
よ
う
、
精
根
を
傾
け

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
努
力
を
す
る
た

め
に
、
来
春
“
有
機
栽
培
に
よ
る
、

食
料
自
給
の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
キ

ュ
ー
バ
訪
問
”
の
旅
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
と
の
こ
の
出
会
い

を
き
っ
か
け
に
、
生
産
者
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
引
き
続
き
届
け
ら
れ
た

ら
と
の
願
い
も
強
く
し
て
い
ま
す
。

「
も
の
を
作
っ
て
こ
そ
農
民
」

食
の
安
全
と
生
産
者
の
思
い
を
語
る

農
民
運
動
長
野
県
連
合
会
　
事
務
局
長
　
宮
澤
国
夫

●お問い合わせ先●
長野県農民連産直協議会
TEL.026-235-3667
FAX.026-235-3703

＜取扱品目＞
りんご、巨峰、プルーン、梨、ラ・フラン
ス、市田柿、果汁100％ジュース、地元産大
豆100％みそ、しょうゆ、米、そば、農家秘
伝”まぼろしの白毛餅”等多数。少量でも
ご相談ください。

「安心できる国内産農産物を食べたい」
との願いにお応えします
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ちひろに出逢う　安曇野への旅 
好評に続き好評に続き

新企画

湯布院のまちづくりとスローフード 
日出生台演習場を見学 

好評に続き

冬の湯布院をたずねる旅　3日間 
新企画

国 内 の 旅 ・ 自 然 体 験

民宿「海野」
〒901-1504 沖縄県島尻郡知念村海野149
連絡先：Tel／Fax. 098-947-1810
HP：http://www2.ocn.ne.jp/̃umino/
交通：那覇バスターミナルから10番ホームで
38番「志喜屋」行きのバスに乗車。38番「志喜屋」行きだけが民宿海野を通
るバスです。約50分でバス停「海野」に到着します。ひとつ手前のバス停が
「海野入り口」で似た名前なのでご注意ください。
●ホームステイ気分で気楽に泊まれる宿です。南部観光に最適。料理は沖縄の
普通の家庭料理でお迎えいたします。親戚のお婆ちゃんの家に泊まりにいく感
覚で気軽においでください。
当社、新聞を見たと言っていただければコーヒーかジュースをサービスします。
●宿泊（1泊2食）大人１人4,500円、小学生以下3,500円

今
年
ほ
ど
旅
行
の
雰
囲
気
が

消
え
た
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

業
界
で
は
初
め
の
う
ち
は

「
ウ
ォ
ー
ズ
、
サ
ー
ズ
」
と
語
呂

合
わ
せ
の
冗
談
の
よ
う
な
挨
拶

を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
が
、
五

月
の
連
休
を
過
ぎ
、
徐
々
に
深

刻
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

中
国
や
ア
ジ
ア
だ
け
で
は
な

く
、
カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

世
界
中
の
旅
行
関
連
産
業
が
、

そ
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

多
く
の
職
場
で
は
、
感
染
地

域
の
旅
行
自
粛
通
達
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
感
染
地
域
だ
け
で
は

な
く
、「
海
外
に
行
く
な
ら
、
帰

っ
て
き
て
一
週
間
か
ら
十
日
は

様
子
を
見
た
ほ
う
が
よ
い
」
と

い
わ
れ
、
旅
行
を
断
念
さ
れ
た

方
も
い
ま
し
た
。
風
評
は
広
が

る
の
が
早
い
も
の
で
す
。
Ｗ
Ｈ

Ｏ
に
よ
る
克
服
宣
言
後
の
夏
に

な
っ
た
今
も
、
通
達
は
出
し
っ

ぱ
な
し
で
打
ち
消
さ
れ
て
い
な

い
そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
間
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
を
い
ち
早
く
克
服
し
た
ベ
ト

ナ
ム
に
、「
が
ん
ば
れ
ベ
ト
ナ

ム
！
」
の
気
持
ち
で
特
別
企
画

を
組
ん
で
、
落
ち
込
ん
で
い
る

ベ
ト
ナ
ム
の
仲
間
を
励
ま
し
て

き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
短

期
間
に
多
く
の
皆
様
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
引
続
き

Peace,G
reen,H

um
anity

の
テ

ー
マ
を
掲
げ
、『
安
全
、
快
適
で
、

有
意
義
な
旅
行
』
を
作
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
読
者
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
援
助
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
Ｍ
Ｋ
）

編編
集集
後後
記記

ベトナム●フォーサオ●
（揚げきしめん）

藤本了江さんの ふじもとすみえ。家庭科教育
研究家。日本ＡＡＬＡ理事　

（

（

エスニック 料 理

かもがわ出版「家庭でできるエスニック料理」より

①きしめんは油でパリパリに揚げる。
②牛肉は2cm幅に切る。セロリ、白菜は
細切り、ニンジン、タケノコは細いせん
切り、タマネギは薄切りにする。
③フライパンに油大さじ2を熱し、タマ
ネギを透明になるまで炒め、肉を入れて
さっと炒め、塩で味をつける。
④肉を皿に取りだし、油大さじ1を足し、
ニンジン、タケノコを炒め、うま味調味
料、塩を入れ、さらに白菜、セロリを加
えて炒める。
⑤水溶き片栗を作り、④に入れてとろみ
をつけ、③の肉を戻す。
⑥皿に揚げたきしめんをのせて⑤をかけ
る。食べるときにこしょうをふる。

材料（５人分）
きしめん（生）‥‥‥‥3玉
牛肉 ‥‥‥‥‥‥‥200ｇ
セロリ‥‥‥‥‥‥‥‥1本
白菜‥‥‥‥‥‥‥‥‥3枚
ニンジン‥‥‥‥‥‥1/4本
タケノコ（水煮）‥‥‥1個
タマネギ‥‥‥‥‥‥1/4個
サラダ油‥‥‥‥‥大さじ3
塩‥‥‥‥‥‥‥‥小さじ2
こしょう ‥‥‥‥‥‥少々
片栗粉‥‥‥‥‥‥大さじ3
水‥‥‥‥‥‥‥‥2カップ
揚げ油 ‥‥‥‥‥‥‥適量

連載 22  回

農業と観光とのかかわりを大事にし、ゴルフ場やリゾートマンション、米

軍海兵隊問題などで絶えず戦ってきた街、湯布院を見学。

2004年1月25日（日）～27日　費用は9月下旬発表

定員：25名（最低実施人数15名） 羽田空港より添乗員同行

●湯布院の街づくりとスローフードについて観光協会の方からお話ししていただ

きます。

●玖珠・九重・湯布院・安心院の3町にまたがる日出生台演習場を地元の方から

実弾射撃演習の問題等について案内していただきます。

●湯布院の食材を使った膳料理や古式いづみそばなどの食事も楽しみの一つです。

〇豊かな自然に囲まれた安曇野ちひろ美術館を堪能していただくと同時に、美術館
の学芸員の解説でちひろの作品をじっくり鑑賞します。
〇戦争中のちひろの疎開先、松本市のちひろゆかりの地を美術館学芸員の案内で訪
れます。松本市新橋の岩崎家のことや終戦直後の革新的な人々との出会いの場所、
松本公会堂のことなど、エピソードをまじえ、若き日のちひろをご紹介します。

11月20日（木）～21日（金）
旅行費用：29,500円　定員：40名（最低実施人員25名）
申込み締切日：出発の10日前　※定員になり次第締め切ります。

【日程】1日目：午前・東京　新宿発→松本市着（昼食） 午後・ちひろゆかりの地
訪問　夜・交流会　宿泊・松本市　2日目：ちひろ美術館でちひろの作品をじっくり
鑑賞（美術館学芸員の解説で）→大王わさび農場見学→夕刻・東京　新宿着

琉球探訪沖縄本島４日間

12月26日（金）～29日（月） 99,000円
★南部戦跡・中部基地を地元の平和ガイドの案内で見学。
★沖縄の歴史と自然・文化の理解をしっかり深める平和の旅。

「美ら山」山原ハイキング

2004年3月14日（日）～17日（水）※費用は１月中旬発表
★未知なる大自然・ヤンバルをハイキング　マングローブ林
の中をカヌー体験

世界自然遺産を歩く

秋～落葉の白神山地を訪れる

白神岳登山とブナ林を歩く

10月19日（日）～22日（水）118,000円
★日本で初めて世界遺産に登録された白神山地を歩きます。
★日本海を一望できる白神岳を登山。

屋久島シリーズ

自然の宝庫・世界自然遺産の島をあるく
秋広葉樹の色づいた森の中を歩く

屋久島・自然体験　5日間

11月11日（火）～15日（土）145,000円
★終日、縄文杉への登山。現地のガイドの案内で自然をより
満喫。
★オプションで宮之浦岳登山や白谷雲水峡を散策。

冬冬山麓ではハイビスカスが咲く季節

屋久島・自然体験　5日間

2004年1月18日（日）～22日（木）
2004年2月15日（日）～19日（木）
★ヤクスギランドで現地のガイドの案内で遊歩道を散策。
※上記ツアー費用は11月中旬発表

北海道春の花旅シリーズ

春を彩る　アポイならではの高山植物との出会い

“花の宝庫”アポイ岳とニセコ

2004年5月16日（日）～20日（木）
★標高800ｍの低さで高山植物を満喫。
★アポイにしかない花々の咲く季節。
※上記ツアー費用は1月中旬頃発表

～レブンアツモリソウの季節～

春の花を楽しむ礼文島と利尻島

2004年5月23日（日）～27日（木）
2004年5月30日（日）～6月3日（木）
★北海道の大雪山なら1600メートル以上でないと見られな
い花々が低地で咲き乱れる季節を訪れます。
※上記ツアー費用は1月中旬頃発表

奄　　美

古代から続く奄美の大自然と
日本のゴーギャン・田中一村の美術館を訪ねる旅　

奄美　4日間

11月16日（日）～19日（水） 116,000円
★マングローブの原生林散策やバショウとソテツの群生地な
ど、奄美の自然を満喫。


